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会員様とのコニュニケーションを計りたい。
そんな思いから始まりました

創
刊
の
い
き
さ
つ

　

新
会
長
と
し
て
岡
豪
敏
会
長
が
就
任

さ
れ
、
新
体
制
の
元
、
10
名
余
り
で
関

西
佐
賀
県
人
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
運
営
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
当
時
「
伊
萬
里
ん
も
ん
会
」

の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
松
尾
正
隆
氏
を

関
西
佐
賀
県
人
会
の
事
務
局
長
に
迎
え
、

新
し
い
体
制
で
の
運
営
の
開
始
と
な
っ

た
。同
年
か
ら「
集
ま
ろ
う
佐
賀
ん
も
ん
」

の
創
刊
と
な
っ
た
。

創
刊
号
の
目
玉
記
事

第
64
回「
佐
賀
県
人
会
」総
会「
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
」
で
の
開
催
内
容
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
佐
賀
県
知
事
の
山
口

祥
義
様
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
議
会
議
長
・

中
倉
政
義
様
、
兵
庫
県
知
事
の
井
戸
敬

三
様
ら
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎

え
し
て
、
総
勢

280
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
総
会
の
場
所
は
兵
庫
、
大
阪
、

京
都
で
の
持
ち
ま
わ
り
形
式
だ
っ
た
み

た
い
で
す
。

　

こ
の
年
、
事
務
局
の
運
営
が
佐
賀
県

関
西
・
中
京
事
務
所
か
ら
県
人
会
に
変

更
さ
れ
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

新
会
長
就
任
の
挨
拶

　

関
西
佐
賀
県
人
会
の
新
会
長
に
就
任

さ
れ
た
岡 

豪
敏
よ
り
、
不
慮
の
事
故
で

亡
く
な
ら
れ
た
前
会
長
の
貝
原
俊
民
氏

へ
の
追
悼
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

貝
原
俊
民
氏
は
、
平
成
27
年
11
月
18

日
に
突
然
の
交
通
事
故
に
よ
り
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。「
大
変
残
念
で
あ
り
、
痛

切
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
存
じ
の

通
り
、
平
成
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
し
た
際
に
は
兵
庫
県
知
事
と
し
て

復
旧
・
復
興
を
陣
頭
指
揮
さ
れ
、
そ
の

功
績
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
平
成
14
年
か
ら
昨
年
ま
で

の
長
き
に
わ
た
り
関
西
佐
賀
県
人
会
の

会
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
県
人
会
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
。
こ
れ
か

副
会
長
か
ら
の
挨
拶

「
私
の
ひ
と
事
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
副
会
長
の

池
田
壽
雄
様
・
星
野
鐘
雄
様
・
井
本
辰
夫

様
か
ら
の
ご
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
報
の
発
刊
に
寄
せ
て

創刊号表紙

祝２０号会員の皆様に支えられて１０年！！２０号を発行する事が出来ました。

会員の皆様に支えられて１０年！！２０号を発行する事が出来ました。

会長　岡　豪敏

ら
の
新
体
制
と
し
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

副会長　星野鐘雄副会長　池田壽雄副会長　井本辰夫

副会長から、交通事故で急遽された貝原会長へのお悔みの言葉と、
新しい体制での抱負が語られました。

創
刊
号
が
伝
え
た
か
っ
た
事
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会
報
の
発
刊
に
寄
せ
て

事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
た
松
尾
正
隆
氏
よ

り
、
会
報
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
尾
正
隆
様
は
伊
万

里
市
の
ご
出
身
で
、
大
阪
（
高
槻
市
）
に

住
ま
わ
れ
て
、
半
世
紀
以
上
に
な
る
そ
う

で
す
。（
株
）
酉
島
製
作
所
に
勤
務
さ
れ
て

い
た
時
に
、
社
長
で
あ
っ
た
原
田
龍
平
様

は
佐
賀
県
人
会
の
会
長
を
８
年
間
な
さ
れ

て
お
り
、
人
事
部
に
所
属
す
る
松
尾
正
隆

様
に
、「
同
窓
会
県
人
会
な
ど
の
集
い
に
は

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
」
と
の
指
示

で
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加

さ
れ
て
お
り
、
理
事
と
し
て
15
年
活
躍
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
新
し
く
事
務
局
長
に
就

任
さ
れ
企
画
・
編
集
を
さ
れ
た
み
た
い
で

す
。
会
社
で
の
社
内
報
の
作
成
を
さ
れ
て

い
た
経
験
を
活
か
し
て
、「
集
ま
ろ
う
佐
賀

ん
も
ん
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
次
世

代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
会
報
に
し
た
い

と
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
決

意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
初
め
て
関
西
佐
賀
県
人
会
に

参
加
し
、
さ
ら
に
は
司
会
を
担
当
す
る
と

い
う
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
同
郷
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
無
事
に
務
め
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は

300
名
近
く

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
盛
況
の
中
、
佐
賀

に
ま
つ
わ
る
お
話
や
交
流
を
通
じ
て
、
改

め
て
郷
土
愛
を
深
く
感
じ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
佐
賀
の
近
況
や
地
元
と
の
意

外
な
繋
が
り
に
つ
い
て
の
発
見
も
あ
り
、

和
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
郷
の
皆
様
と
語
り
合
う
中
で
、
故
郷
を

離
れ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
佐
賀
の
魅

力
や
心
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
記
事
内
で
は
、
そ
ん
な
初
参
加

の
体
験
や
当
日
の
様
子
、
そ
し
て
佐
賀
へ

の
思
い
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

総
会
司
会
者
で
は
小
堀
さ
ん
初
登
場

なんと！「 佐賀新聞」 で
大きく取り上げられました。

佐賀新聞
2015 年 ( 平成 27 年 )
9 月１９日（ 土曜日） 朝刊

創刊号
A4 カラー　8 ページ
発行部数 1400 部（推定）
編集者　事務局　松尾正隆

シンボルマークは
創刊号から「カチガラス」

司会　小堀順子さん

創刊号表紙

会員の皆様に支えられて１０年！！２０号を発行する事が出来ました。

会員の皆様に支えられて１０年！！２０号を発行する事が出来ました。

２０１５年（平成２７年）９月に発行された「集まろう！佐賀んもん」は
関西佐賀県人会会員の皆様に支えられて、おかげ様で創刊２０号をお届け
することとなりました。長年のご愛顧に感謝いたします。今回の記念号で
は、その歴史を振り返ってみたいと思います。

事務局長　松尾　正隆
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「 集まる佐賀んもん」 コーナーとして
同窓会、 同郷会の活動報告掲載が開始！！

「 県人会常任理事」 吉村照治さん
による歴史記事の掲載が開始！！

今でもお馴染み！！

『近代日本建築の父「辰野博士」が追い求めた和風建築』
や『幕末・明治、有田の発展に貢献した人々』等、ため
になる文献が掲載されています。

　「 スポーツ振興」 コーナーとして高校野球、 駅伝、 ラグビー
などへの支援金贈呈や記事が掲載されています。

今でも継続している「スポーツ振興」コーナーですが、第２号から
掲載が開始されました。この年は「龍谷高校」が出場しています。

第９号から八田信男さんが会長に就任され、 巻頭にて
会長挨拶が掲載されています。

前会長の岡豪敏氏のご退任より、新しい会長として八田信男氏が新会長に就任
されました。この年には大阪にて日本で初めて G ２０大阪サミットが開催さ
れて、ブルーオーシャン・ビジョン（海洋プラスティックごみの汚染ゼロ化）
や大阪トラック（デジタル経済のルールづくり）など、沢山の首脳宣言が採択
され世界に向けて発信された年でもありました。大阪万博など大きなイベント
にむけて大阪は更に活気づいて行きますので、関西佐賀県人会も勢いに乗って、
更なる増員や、会員様への満足度向上を目指すと心強い決意を表明されました。

第２号からは様々な企画が展開されました。

4

兵庫、京都の佐賀県人会や唐津会、伊萬里んもん会
等の総会開催の記事が掲載されました。



　「 スポーツ振興」 コーナーとして高校野球、 駅伝、 ラグビー
などへの支援金贈呈や記事が掲載されています。

今でも継続している「スポーツ振興」コーナーですが、第２号から
掲載が開始されました。この年は「龍谷高校」が出場しています。

『 第三回ふるさと佐賀紀行』「 佐賀さ行こう！ふるさと大発
見の旅」 のレポート

第４号にて関西佐賀県人会設立６５周年を記念して開催された 3 泊４
日の船とバスの旅の開催レポートが掲載されています。バルーン大会は
天候不良で見れなかったものの、オープンしたばかりの「佐賀バルーン
ミュージアム」や「武雄センチェリーホテル」での温泉や料理、世界遺産「三
重津海軍所跡」を廻り楽しい旅行だった事が伝わってきます。

新しくホームページが開設されました。

ホームページが開設されて、新着情報や会報誌過去号の閲覧
が可能になりました。

第９号から八田信男さんが会長に就任され、 巻頭にて
会長挨拶が掲載されています。

前会長の岡豪敏氏のご退任より、新しい会長として八田信男氏が新会長に就任
されました。この年には大阪にて日本で初めて G ２０大阪サミットが開催さ
れて、ブルーオーシャン・ビジョン（海洋プラスティックごみの汚染ゼロ化）
や大阪トラック（デジタル経済のルールづくり）など、沢山の首脳宣言が採択
され世界に向けて発信された年でもありました。大阪万博など大きなイベント
にむけて大阪は更に活気づいて行きますので、関西佐賀県人会も勢いに乗って、
更なる増員や、会員様への満足度向上を目指すと心強い決意を表明されました。

第２号からは様々な企画が展開されました。

5

佐賀県のイベントが掲載されました

関西で開催される佐賀県関連のイベントが
開催されています。



コロナ禍で総会中止！！会報誌では何を伝えていたのか？

総会をはじめ、各同窓会、同郷会での集まりが中止となり、
活動が低迷する中、会報誌では会員に向けてどのような情報
を発信していたのか？

「 コロナ禍の私」 のコーナーとして現状
や気持ちの持ち方等が紹介されました。

「副会長」松木義昭様、「顧問」星野鐘雄様、「副会長」井出敏久
様、「副会長」南里保様、「幹事」山下太一朗様、「理事」坂本順
一様６名のコロナ禍での現状について紹介されています。

「 創立７０周年記念式典」 開催日延期からの中止へ！！

12 号にて「創立７０周年記念式典」の開催日が令和３年
6月27日(日)から10月31日(日)に順延となりましたが、
その後、13 号にて中止が決定します。

７０周年記念誌「 関西の地で
支え合った７０年」 を刊行

昭和２６年 8 月に「関西佐賀県人会」が設立されました。
戦後の復興期・昭和時代から平成時代、そして令和時代へ
と変遷して７０年の歳月が流れました。記念式典は中止を
余儀なくされましたが、松尾事務局長を中心に１年の歳月
をかけて、刊行となりました。
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コロナ禍で総会中止！！会報誌では何を伝えていたのか？

総会をはじめ、各同窓会、同郷会での集まりが中止となり、
活動が低迷する中、会報誌では会員に向けてどのような情報
を発信していたのか？

コロナ禍明け「 第７１回総会 ・ ふるさと交流会」 開催決定！？

第 14 号にて令和４年 10 月９日（日）に「第７１回総会・ふるさ
と交流会」開催が決定しますが、その後、更なる延期となります。
大人数での集まりが出来ない状況での苦渋の決断です。

会報誌 ・ ホームページの編集担当者を募集！！

14 号にて編集担当者増員の募集記事が掲載されまし
た。現在パソコンを始めたがスキルアップを目指した
いなと思っておられる方も歓迎です‼  と掲載されてい
ます。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
政
府
や
自
治
体

は
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
の
開
催
を
制
限
し
、
大
人
数
で
の
集
ま
り

は
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
企
画
さ
れ

て
い
た
総
会
や
70
周
年
の
記
念
式
典
も
日
程
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
運
営
側
に
と
っ
て
は
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
会
報
誌
で
は
掲
載
で
き

る
情
報
が
限
ら
れ
る
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
、
新
た
な
企
画
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
総
会
の
結
果
や
会
計
報
告
に
加
え
、
佐
賀
に
ゆ

か
り
の
あ
る
記
事
や
情
報
を
掲
載
し
、
読
者
に
と
っ
て
魅
力
的

な
情
報
誌
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

コロナ禍で掲載内容が変貌！！
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１５号からリニューアルした「 集まろう！佐賀んもん」

A4 版カラー３２ページとして刷新！！

　　新体制の広報部により、 会報誌のリニューアル実施

１５号からは丸尾さん、於保さん、他新人広報部員
により、会報誌の更なるイメージアップを目標に、
増ページとカラー化に取り組みました。雑誌編集等
の経験者不在の中、試行錯誤の末、１５号を発行。
編集部内でみんなが使える編集ツールとして , マイク
ロソフト word を使っていましたが、１７号からは
本格的な編集ソフト ADOBE　InDesign に変更して
作業効率と品質を向上させています。

関西 ・ 中京事務所との連携で、 イベント情報等を充実

広報部の企画会議では、関西・中京事務所の職員さん
もご参加頂き、企画や掲載内容について熱い議論を交
わしながら作成しています。

　　会員様への有効な情報提供を目指す！！

結果報告だけではなく、イベントの告知や、佐賀に纏
わる情報、関西で頑張っている仲間を紹介するコー
ナー等、広報部メンバー全員で企画した内容でこれか
らも活きた情報をお届けします。

　　公式 LINE アカウントなど新しいメディアに挑戦

今どきのコミュニケーションツールとして
公式 LINE アカウント等も採用しています。

8

　「 紹介します」 のコーナでは佐賀ゆかりの人を紹介

毎号、佐賀に関わる方を取材して紹介しています。
自薦他薦問いませんので、掲載されたい方は是非、
ご連絡下さい。

関西で佐賀のお酒、料理を食べれるお店や、物産展等
の情報を充実させて行きます。

これからは活きた情報を充実させていきます
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会
報
誌
発
行
20
号
を
迎
え
て
、
会
報
誌
創
刊
の
功
労
者
で
あ
る
松
尾
正
隆
氏
に
つ

い
て
と
、
こ
れ
か
ら
の
会
報
誌
を
企
画
す
る
上
で
の
目
標
／
抱
負
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

伊
万
里
出
身
の
松
尾
正
隆
氏
は
、『
伊
萬
里
ん
も
ん
会
』
事
務
局
長
を
務
め
た
後
、

関
西
佐
賀
県
人
会
の
事
務
局
長
へ
と
役
割
を
移
し
、
会
の
運
営
に
深
く
携
わ
り
ま
し

た
。「
関
西
佐
賀
県
人
会
」
に
関
し
て
も
、就
職
さ
れ
た
「
酉
島
製
作
所
」
の
社
長
（
原

田
龍
平
氏
（
佐
賀
県
人
会
元
会
長
）
の
誘
い
で
20
代
の
頃
か
ら
総
会
に
は
欠
か
さ
ず

参
加
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
会
社
で
は
社
内
報
の
編
集
発
行
を
担
当
さ
れ
て
い
た

と
の
事
で
し
た
。
事
務
局
長
就
任
後
に
は
早
々
に
「
運
営
検
討
委
員
会
」
を
設
立
し

て
、
会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
た
め
の
会
報
誌
作
成
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
担

当
と
し
て
大
手
外
資
系
製
薬
メ
ー
カ
ー
の
広
報
を
さ
れ
て
い
た
於
保
博
幸
氏
（
唐
津

出
身
） 

も
加
わ
り
、
わ
ず
か
2
か
月
と
い
う
短
期
間
で
会
報
誌
が
形
と
な
り
、
そ
の

後
の
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
70
周
年
記
念
誌
の
制
作
で
は
、
松
尾
氏

が
中
心
と
な
り
、
情
報
収
集
や
編
集
に
1
年
も
の
期
間
を
費
や
し
、
詳
細
で
充
実
し

た
内
容
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

  

記
念
誌
は
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

松
尾
正
隆
氏
が
築
い
た
会
報
誌
は
、14
号
ま
で
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

15
号
か
ら
は
丸
尾
副
会
長
を
部
長
と
し
て
広
報
部
会
が
創
立
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
を
刷

新
、
カ
ラ
ー
か
つ
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
て
編
集
を
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
会
員

だ
け
で
は
な
く
、
佐
賀
県
庁
や
十
市
十
町
の
自
治
体
に
も
送
付
し
て
、
約
２
千
部
ほ

ど
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
会
員
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
た
め
に
、
報
告
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
関
西
で
佐
賀
の
料
理
を
楽
し
め
る
飲
食
店
情
報
、
物
産
展
や
イ
ベ
ン

ト
紹
介
な
ど
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
企
画
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
方
針

で
す
。 

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
若
い
会
員
の
増
加
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。会
の
魅
力
を
伝
え
、

次
世
代
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
松
尾
正
隆
氏
が
築
い
た
基
盤
を
無
駄
に

せ
ず
、
更
に
発
展
さ
せ
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

記
事　

広
報
部
会　

宮
城)

これからの会報誌の取り組みについて

新メンバーの正式な自己紹介は２１号にて
掲載させて頂きます。次号までの半年間で
経験した事や、思い出を語って頂きますの
で、新メンバーはご準備の程、宜しくお願
いします。

4
月
1
日
付
け
で
佐
賀
県
関
西
・
中
京
事
務
所
に
人
事

異
動
が
あ
り
、
新
た
に
所
長
、
課
長
、
企
業
誘
致
担
当
、

事
務
の
4
名
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
異
動
に
よ
り
、
事
務
所
の
新
た
な
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
推
進
に
向
け
て
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
所
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
山
口
敦
子
さ
ん
で
、

佐
賀
県
関
西
・
中
京
事
務
所
初
の
女
性
所
長
と
な
り
ま

す
。
山
口
さ
ん
は
細
や
か
な
気
配
り
が
で
き
る
方
と
し

て
評
判
で
、
特
に
県
人
会
の
女
性
会
員
か
ら
は
、「
応
援

し
ま
す
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性

の
活
躍
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、
山
口
所
長

の
手
腕
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
課
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
北
川
博
史
さ
ん
は
、

か
つ
て
大
学
ま
で
野
球
を
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
頼
り
に
な
る
方
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
チ
ー
ム
の
結
束
力
を
高
め
な
が
ら
、
事

務
所
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
企
業
誘
致
担
当
に
は
藤
井
敦
弘
さ
ん
、
事
務

に
は
中
川
裕
子
さ
ん
が
新
た
に
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
で
事
務
所
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
体
制
の
も
と
で
、
関
西
・
中
京
地
域
に
お
け
る
佐

賀
県
の
魅
力
発
信
や
企
業
誘
致
活
動
が
一
層
強
化
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
注
目
が
集

ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
事　

福
富
事
務
局
長
）

「
佐
賀
県
関
西
・
中
京
事
務
所
、
新
体
制
ス
タ
ー
ト
」

会
報
誌
の
歩
み
と
目
標

会
報
誌
の
歩
み
と
目
標

課長　北川博史さん課長　北川博史さん 所長　山口敦子さん所長　山口敦子さん

　「 集まろう！佐賀んもん」 をこれからもよろしくお願いします♪　「 集まろう！佐賀んもん」 をこれからもよろしくお願いします♪
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会長 ・ 副会長からのコメント

会長 ・ 副会長からコメントを頂きました！

会
員
の
皆
さ
ん
、
副
会
長
の
古
賀
幹
雄
で
す
。

　

平
素
は
県
人
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
支
援
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
来
る
6
月
７
日（
土
）

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
て
「
集
ま
ろ
う
！

佐
賀
ん
も
ん
第
73
回 

関
西
佐
賀
県
人
会
総
会
・
ふ
る
さ

と
交
流
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

京
都
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
祇
園
祭
、
私
は
縁
あ
っ
て

30
年
前
か
ら
町
衆
と
し
て
巡
行
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
供
奉
す
る
鉾
は
函
谷
鉾(

か
ん
こ
ぼ
こ)

と
い

い
、
ご
稚
児
さ
ん
の
乗
る
長
刀
鉾
に
次
い
で
２
番
目
に
巡

行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
「
く
じ
と
ら
ず
」
の
特
権

を
も
つ
鉾
で
す
。

　

鉾
の
名
は
中
国
戦
国
時
代
の
斉(

せ
い)

の
孟
嘗
君(

も

う
し
ょ
う
く
ん)

が
、
函
谷
関
で
家
来
に
鶏
の
鳴
き
声
を

ま
ね
さ
せ
、
関
門
を
開
か
せ
て
難
を
逃
れ
た
と
い
う
「
鶏

鳴
狗
盗
」
の
故
事
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
童
謡
「
箱
根

の
山
」
の
冒
頭
の
歌
詞
に
も
（
♪
箱
根
の
山
は
天
下
の
険
、

函
谷
関
も
物
な
ら
ず
）
と
出
て
き
ま
す
ね
。

　

鉾
は
９
時
き
っ
か
り
に
四
条
烏
丸
交
差
点
を
東
へ
出
発

し
ま
す
。
八
坂
神
社
の
祭
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
御
旅
所
ま

で
は
神
事
な
の
で
、
コ
ン
チ
キ
チ
ン
の
お
囃
子
も
厳
か
で

す
。
御
旅
所
を
過
ぎ
る
と
祭
に
変
わ
り
、
音
色
も
一
気
に

賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
四
条
河
原
町
な
ど
４
カ
所

の
交
差
点
で
方
向
転
換
を
さ
せ
る
「
辻
廻
し
」
は
、
山
鉾

巡
行
の
最
大
の
山
場
で
す
。

　

供
奉
に
参
加
す
る
人
は
朝
７
時
に
着
衣
を
済
ま
せ
た

ら
、
巡
行
の
終
わ
る
午
後
１
時
頃
ま
で
の
約
６
時
間
、
座

る
こ
と
も
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
な
に
せ

肩
衣
に
袴
と
い
う
武
士
の
出
で
立
ち
で
す
か
ら
！
（
笑
）

炎
天
下
に
帽
子
も
被
ら
な
い
の
で
晴
天
の
年
に
は
日
焼
け

で
一
皮
む
け
る
こ
と
も
。
ま
さ
に
苦
行
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
厳
し
さ
に
勝
る
も
の
…

そ
れ
は
、
日
本
の
三
大
祭
を
支
え
て
い
る
と
い
う
使
命
感

や
充
実
感
、
ま
た
大
観
衆
の
京
の
大
通
り
を
大
手
を

振
っ
て
歩
け
る
爽
快
感
。
こ
れ
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い

経
験
で
、
喜
寿
を
超
え
た
今
も
毎
年
は
り
切
っ
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
祇
園
祭
の
楽
し
み
方
を
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
！

１
．
現
在
祇
園
祭
は
前
祭
と
後
祭
の
２
回
行
わ
れ
ま
す
。

前
祭
の
巡
行
は
17
日
に
23
基
の
山
鉾
が
賑
や
か
に
、
後
祭

の
巡
行
は
24
日
に
11
基
の
山
鉾
が
厳
か
に
、
と
違
っ
た
趣

が
あ
り
ま
す
。

２
．
宵
山
宵
々
山
散
策

巡
行
前
の
２
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鉾
町
に
山
鉾
が
据
え
ら

れ
て
鉾
に
上
が
っ
て
の
見
学
が
で
き
ま
す
し
。

町
中
に
屋
台
も
出
て
い
ま
す
か
ら
食
べ
歩
き
も
楽
し
い
で

す
ね
。

３
．
町
会
所
の
飾
り
公
開

宵
山
の
期
間
中
、
各
山
鉾
の
ご
神
体
や
豪
華
な
懸
装
品
を

見
て
回
る
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
と
て

も
貴
重
な
重
要
文
化
財
で
す
。

　

是
非
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
分
に
合
っ
た
楽
し
み
方
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
！

祇 

園 

祭 

と 

私

副会長  古賀 幹雄

　

新
緑
の
候
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
当
県
人
会
の
活
動

に
対
し
ご
理
解
や
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
関
税
争
い
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
に
お
け
る
紛
争
な
ど
で
世
界
中
が

騒
が
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
当
県
人
会
は

第
73
会
関
西
佐
賀
県
人
会
の
総
会
／
ふ
る
さ
と
交
流

会
を
昨
年
と
同
様
大
阪
梅
田
の
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
お
い
て
、
6
月
7
日
（
土
）
の

11
時
よ
り
開
催
致
す
予
定
で
す
。

　

佐
賀
県
県
会
議
長
を
は
じ
め
、
十
市
十
町
の
市
長

や
市
議
会
議
長
な
ど
の
ご
来
賓
も
ご
出
席
の
予
定
で

す
。
更
に
は
、
同
郷
同
窓
会
の
皆
様
や
在
関
西
の
他

府
県
の
県
人
会
長
も
ご
参
加
さ
れ
ま
す
。
ご
出
席
の

皆
様
に
お
喜
び
頂
け
る
様
、
丸
尾
副
会
長
や
中
村
副

会
長
の
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
て
、
交
流
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
の
各
種
余
興
や
色
々
な
佐
賀
の
名
産
品
の

ご
用
意
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
益
々
の
発
展
と
会

員
皆
様
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

会長  八田 信男

私のひと言

関
西
佐
賀
県
人
会
総
会
の
ご
案
内



１
０
０
年
の
歴
史
と
未
来
へ
の
挑
戦

１
０
０
年
の
歴
史
と
未
来
へ
の
挑
戦

　

技
術
者
で
あ
っ
た
初
代
社

長
戸
上
信
文
が
、
配
電
自
動

化
の
先
駆
け
と
な
る
、
世
界

初
の
「
配
電
線
用
昼
夜
間
自

動
切
替
開
閉
器
」
を
発
明
し

た
の
が
、
戸
上
電
機
製
作
所

の
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。
以

来
、
各
電
力
会
社
や
高
圧
需

要
家
に
対
し
、
開
閉
器
な
ど
の
電
力
シ
ス
テ
ム
機
器
・

シ
ス
テ
ム
全
体
な
ど
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
電
力
会
社
向
け
の
売
上
が
連
結
売
上
の

４
０
％
近
く
を
占
め
ま
す
が
、
全
国
す
べ
て
の
電
力
会

社
に
自
動
開
閉
器
を
納
め
て
い
る
の
は
当
社
だ
け
で
あ

り
、
電
力
の
安
定
供
給
の
一
部
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
や
ビ
ル
な
ど
の
高
圧
需
要
家
に
も
開
閉

器
を
納
め
て
お
り
、
仮
に
事
故
で
停
電
が
起
こ
っ
て
も

周
り
に
波
及
さ
せ
な
い
「
波
及
事
故
防
止
機
器
」
で
は

全
国
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
力
を
入
れ
て

お
り
、「
リ
ク
ロ
ー
ザ
ー
」
と
い
う
配
電
線
事
故
の
保

護
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
開
閉
装
置
の
拡
大
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
保
守
点
検
機
器
の
製
造
、

販
売
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
う
際
に
発
生
す
る
消
化

液
の
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
施
工
等
、
環
境
保
全
に
貢

献
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
に
つ
い
て

１
０
０
周
年
に
つ
い
て

　

１
０
０
周
年
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
に
、
戸
上

電
機
製
作
所
が
創
立
し
た
１
９
２
５
年
に
建
て
ら
れ
た

本
館
の
耐
震
改
修
工
事
が
あ
り
ま
す
。

　

戸
上
電
機
製
作
所
本
館
は
２
０
２
４
年
３
月
に
２
２

世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
」
に
認
定
、
２
０
２
４
年

１
２
月
に
は
「
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

 　

ま
た
次
世
代
を
担
う
若
手
社
員
で
構
成
さ
れ
た

１
０
０
周
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
１
０
０
周

年
に
向
け
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
さ
ぁ 

挑
も
う 

つ
く
ろ

う 

か
え
て
い
こ
う
」
を
作
り
、
未
来
に
向
け
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
魅
力
あ
る
会
社
づ

く
り
と
し
て
、
創
立
記
念
日
に
あ
た
る
3
月
１
２
日
に

１
０
０
周
年
の
歩
み
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
上
映
会
を
行
い
、
大
変
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
製
化
へ
の
こ
だ
わ
り

内
製
化
へ
の
こ
だ
わ
り

　

内
製
化
は
創
業
当
初
か
ら
の
当
社
の
企
業
風
土
で

す
。
課
題
に
取
り
組
む
と
き
に
ま
ず
は
内
製
化
で
き

る
か
を
確
認
し
て
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。
当
社
の
工

場
敷
地
面
積
は
大
財
地
区
が
3
万
坪
、
久
保
泉
地
区
は

2
万
5
千
坪
あ
り
、
売
上
規
模
の
割
に
は
工
場
の
敷
地

が
広
大
で
す
。こ
れ
は
内
製
化
比
率
が
高
い
た
め
で
す
。

１
０
０
周
年
の
取
り
組
み
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
外
注
化
せ
ず
に
、
当
社

の
社
員
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
工
場
内
で
製
品

を
運
ぶ
無
人
の
カ
ー
ト
も
内
製
化
し
た
も
の
で
す
。
当

然
な
が
ら
外
注
化
し
た
方
が
、
コ
ス
ト
が
掛
か
ら
ず
質

が
良
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
何

と
か
や
れ
な
い
か
と
考
え
る
社
内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
生
産
か
ら
財
務
ま
で
繋
が
る
生
産
管
理

シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
｜
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
）
も
内
製
化
し
ま
し
た
。

　

次
の
１
０
０
年
を
見
据
え
て
の
取
り
組
み

次
の
１
０
０
年
を
見
据
え
て
の
取
り
組
み

魅
力
の
あ
る
会
社
づ
く
り
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
も
そ
の
一
環
で
す
。
佐
賀
県
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
本
腰
を
入
れ
て
い
る
企
業
は

他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
ま
く
ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
、
外
販

も
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
陸
上
競
技
部
の
活
動
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
陸
上
競
技
部
は
６
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、

２
０
１
９
年
に
初
め
て
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
に
出
場
し

ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
が
頑
張
る
と
認
知
度
が
上
が
る

こ
と
は
従
業
員
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
、
無
事
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
ひ
と
え
に
当
社
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
絶
え
ず
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
く
今
後
も
「
モ
ノ
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
常
に
挑
戦
し
て
い
く
企
業
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

戸上電機製作所

株式会社戸上電機製作所
本社　佐賀市大財北町 1 番 1 号
TEL  0952-24-4111〔代表〕
設立　1925 年 3 月 12 日
代表者　代表取締役社長　社長執行役員
　　　　戸上　信一

公式ホームページ

「 集まろう佐賀んもん」では戸上製作所様の創立１００周年を記念して、特集記事を掲載させて頂きました。

2024 年 12 月に本館が
登録有形文化財 ( 建造物 ) 指定

主力商品である高圧開閉器
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◇
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

中
島
輝
士
（
ナ
カ
シ
マ
テ
ル
シ
）

　

昭
和
37
年
7
月
27
日
（
62
歳
）　　

　

佐
賀
県
神
崎
郡
吉
野
ヶ
里
町
出
身
で
す
。

◇
佐
賀
と
の
関
わ
り
は
？

吉
野
ヶ
里
町
目
達
原
で
生
ま
れ
、
三
田
川
中
学
校
ま
で
佐
賀
で

過
ご
し
ま
し
た
。
今
は
亡
き
野
球
好
き
の
父
と
自
宅
近
く
の
神

社
境
内
で
毎
日
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

佐
賀
は
私
の
野
球
人
生
の
原
点
で
す
。

◇
プ
ロ
野
球
の
現
役
時
代
は
？

「
柳
川
高
校
』

　

甲
子
園
出
場
・
明
治
神
宮
大
会
優
勝
・
九
州
大
会
2
連
覇

(

社
会
人
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル)

入
社
後
2
年
目
に
、
右
腕
の
鎮
骨
下
静
脈
の
血
行
障
害
で
投
手

を
断
念
。
一
時
は
野
球
を
や
め
て
佐
賀
に
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
21
歳
で
野
手
に
転
向
を
決
め
ま
し
た
。

都
市
対
抗
野
球
大
会
出
場(

4
回)

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
受
賞(

2

年
連
続)1988

年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場(

銀
メ
ダ
ル)

(

プ
ロ
野
球
・
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ)

1988

年
日
本
ハ
ム(

ド
ラ
フ
ト
一
位)

10
年
間
プ
レ
ー

1992

年
オ
ー
ル
ス
タ
ー
出
場

【
引
退
後
】

1998

年
引
退
近
鉄
日
本
ハ
ム
コ
ー
チ
・
ス
カ
ウ
ト
で
活
動

2011

年
台
湾
・
統
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
コ
ー
チ
・
覧
督

2014

年
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
コ
ー
チ
・
監
督

2017

年
韓
国
・
ハ
ン
フ
ァ
イ
ー
グ
ル
ス
コ
ー
チ

2019

年
京
都
先
端
科
学
大
学
監
督

引
退
後
、
コ
ー
チ
・
監
督
と
し
て
野
球
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
ス
カ
ウ
ト
経
験
が
後
の
野
球
人
生
に
役
立
ち
ま
し
た
。

◇
佐
賀
牛
グ
ロ
ー
ブ
販
売
の
経
緯
は
？

　

台
湾
・
韓
国
で
指
導
し
た
際
に
、
野
球
用
品
の
物
の
良
し
あ

し
を
感
じ
る
と
共
にM

ade in Japan

の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

き
よ
り
良
い
道
具
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
日
本
の
グ
ラ
ブ
工
房
か
ら
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

◇
グ
ロ
ー
ブ
の
制
作
秘
話
は
？

　

当
初
は
メ
ー
カ
ー
の
牛
革
で
作
る
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
拒
否
。
私
の
故
郷
で
も
あ
る
佐
賀
牛
の
革
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
め
し
革(

タ
ン
ナ
ー)

さ
ん
と
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
半
年
後
に
完
成
し
ま
し
た
沢
山
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
完
成
し
た
グ
ロ
ー
ブ
で
す
。

　

牛
１
頭
か
ら
６
～
７
個
し
か
生
産
が
出
来
な
い
為
、
量
産
に

あ
た
り
、
父
の
実
家
が
神
崎
町
で

100
頭
近
く
の
佐
賀
牛
を
飼
育

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
力
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
佐
賀
牛

と
は
商
標
登
録
さ
れ
て
お
り
、
勝
手
に
使
う
事
が
出
来
な
い
の

で
す
が
、
佐
賀
牛
の
名
付
け
親
『
立
野
利
宗
さ
ん
』
に
佐
賀
牛

の
商
標
を
使
う
こ
と
を
快
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◇
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

T
H

A
N

K

（
サ
ン
ク
）

　　
代
表　
中
島
輝
士
さ
ん

　　　

                 　
（
吉
野
ヶ
里
町
出
身
）

ドラフト一位で日本ハムに入団！現在は佐賀牛で作成したグローブを販売！

「紹介します」　中島輝士さん　（吉野ヶ里町出身）

サ
ン
ク
野
球
用
品 (

グ
ロ 

ー 

ブ 

・ 

バ 

ッ 

ト ) 

の
全
国 

展

開
を
目
指 

し
て
い
き
ま
す 

。
ま
ず
は
佐
賀
を
中
心 

に
九
州 

・ 

関
西
に
力
を
入
れ
ま
す 

。

　

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
の

追
求
に
勤
し
み
や
が
て
は
社
会
貢
献
の
一
端
を
担
え
る
存
在

を
目
指
し
ま
す
。
又
、M

ade in Japan

を
世
界
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
広
報
部
会　

宮
城
）

サンク野球用品 ( グロ ー ブ ・ バ ッ ト ) 　購入窓口

・佐賀スラッガー店／佐賀県佐賀市神野東 4 丁目 7-21
・K-FIELD 店／佐賀県鹿島市高津原 4078-1F
・ヒラノスポーツ店／佐賀県鳥栖市本通町 1-810-24

サンク公式サイト
サンクのグローブ・バットはここで購入出来ます！！
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will in
troduce

will in
troduce

13

武陵会関西支部の歌姫！！大手玲子さんを紹介します♪

◇
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

    

大
手
玲
子
（
オ
オ
テ
レ
イ
コ
）　　

　

佐
賀
県
武
雄
市
出
身
で
す
。

◇
佐
賀
と
の
関
わ
り
は
？

   

佐
賀
県
武
雄
高
校
の
出
身
で
、
現
在
は
武
陵
会
関
西
支

部
、
並
び
に
関
西
佐
賀
県
人
会
幹
事
と
し
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

◇
「
紹
介
し
ま
す
」
コ
ー
ナ
ー
へ
の
原
稿
出
稿
に
あ
た
り

  

先
だ
っ
て
の
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
「
日
本
酒
列
車
」
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
際
、
事
務
局
長
か
ら
執
筆
依

頼
を
受
け
ま
し
た
。
過
去
に
執
筆
経
験
は
あ
る
の
で
す
が
、

特
に
題
材
指
定
が
な
い
中
で
の
原
稿
作
成
は
迷
う
ば
か
り

で
、
悩
ん
だ
末
、
大
阪
万
博
に
関
わ
る
経
験
を
掲
載
す
る

こ
と
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
他
の
記
事
と
は
掲
載
内
容

が
異
な
り
、
違
和
感
が
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
容

赦
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
あ
る
日
の
・
・
・
日
記
」

「
い
の
ち
か
が
や
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
い
よ
い
よ
開
幕
と
な
り
ま
し
た
が
、
盛
り

上
が
り
に
欠
け
る
と
い
う
前
評
判
を
払
拭
す
る
程
の
初
日
の
活
気
で

す
。

思
い
起
こ
す
と
昭
和
45
年
3
月
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
万
国
博

覧
会
」
は
岡
本
太
郎
作
「
太
陽
の
塔
」
を
象
徴
と
し
た
大
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。

　

当
時
、
大
学
生
で
「
日
本
万
国
博
覧
会
」
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
警
備

を
し
て
い
た
主
人
は
、
他
界
し
て
今
は
も
う
い
ま
せ
ん
。

　
　
『
年
々
歳
々
花
相
似
た
り

　
　
　

年
々
歳
々
人
同
じ
か
ら
ず
』

人
の
移
り
変
わ
り
に
比
べ
、
毎
年
変
わ
る
事
な
く
花
は
咲
く

自
然
に
比
べ
、
人
の
世
の
な
ん
と
無
情
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
人
生
の
終
章
を
流
れ
て
い
る
私
の
時
間
が
い
と
お
し
い

　

あ
る
治
療
を
受
け
に
月
１
回
帰
省
す
る
度
に
会
う
姉
妹
や
同
窓
生

と
の
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム
も
私
の
宝
。

遠
い
と
こ
ろ
で
待
っ
て
い
る
主
人
と
の
再
会
は
い
つ
か
な
？

こ
れ
か
ら
先
の
景
色
は
ど
ん
な
も
の
か
な
？

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
一
日
で
し
た
。

「
編
集
部
よ
り
」

　

急
な
依
頼
か
つ
、
題
材
指
定
が
な
い
状
態
で
ご
無
理
申
し
上
げ
て
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
年
々
歳
々
花
相
似
た
り　

年
々
歳
々
人
同
じ
か
ら
ず
」
と
い
う
詩
の
引

用
は
、
こ
の
文
章
の
核
心
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
花
は
毎
年
変
わ
ら

ず
咲
く
け
れ
ど
、
人
の
営
み
は
移
り
変
わ
り
、
時
の
流
れ
の
中
で
別
れ
や
変

化
を
経
験
す
る
―
―
こ
の
対
比
が
、
人
の
生
の
儚
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
の
帰
省
で
の
「
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム
」
と
い
う
表
現
に
は
、

さ
さ
や
か
な
幸
福
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
読
ん
で
い
て
胸
が
温
か
く
な
り
ま
す

ね
。
そ
し
て
、
亡
き
主
人
と
の
再
会
や
、
こ
れ
か
ら
の
景
色
へ
の
想
い
が
、

人
生
の
終
章
に
向
か
う
人
の
静
か
な
受
容
と
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
手　
玲
子
さ
ん

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
（
武
雄
市
出
身
）

「紹介します」　大手玲子さん　（武雄市出身）



日
本
酒
唎
酒
師

　
　
　
　

う
た　
　
　

あ
か
ね　
　

　
　

歌　

明
音
さ
ん

佐賀の日本酒をこよなく
愛する、日本酒の伝道師！

佐賀の日本酒に魅せられて—佐賀初の 『日本酒大使』 の夢を目指しています♪

「紹介します」　歌　明音さん　（長崎市出身）

◇
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

歌
明
音
（
う
た 

あ
か
ね
）
で
す
。

※
よ
く
芸
名
と
間
違
わ
れ
ま
す
が
、
本
名
で
す
！
（
笑
）

趣
味
は
日
本
酒
で
、
仕
事
も
日
本
酒
に
関
わ
る
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。
25
歳
で
す
。

　

最
近
は
醤
油
に
も
ハ
マ
り
、
発
酵
全
般
に
興
味
を
持
ち

始
め
ま
し
た
。

◇
佐
賀
と
の
関
わ
り

　

佐
賀
と
の
出
会
い
は
、
佐
賀
大
学
に
進
学
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

最
初
は
「
佐
賀
っ
て
何
も
な
い
…
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
県
だ
と
気
づ

き
、
ま
る
で
宝
探
し
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
が
楽
し
く

な
り
、
ど
ん
ど
ん
ハ
マ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

※
気
づ
け
ば
大
学
時
代
、
佐
賀
市
の
観
光
親
善
大
使
も
務

め
て
い
ま
し
た
！
（
笑
）

　

佐
賀
の
お
か
げ
で
日
本
酒
に
も
出
会
え
た
の
で
、
佐
賀

大
学
に
進
学
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
出
身
地
は
？

    

佐
賀
県
の
お
隣
、
長
崎
県
長
崎
市
で
す
。

佐
賀
と
も
縁
の
あ
る
「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」
の
始
ま
り
の

地
で
も
あ
り
ま
す
！

◇
現
在
の
仕
事

　

日
本
酒
好
き
が
高
じ
て
、
日
本
酒
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
日
本
酒
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
の
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
京
都
・
太
秦
映
画
村
で
の
日
本
酒
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
！

◇
現
在
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
き
っ
か
け
？

　

現
在
メ
イ
ン
で
関
わ
っ
て
い
る
会
社
と
の
出
会
い
は
、

関
西
の
日
本
酒
イ
ベ
ン
ト
「Sake Spring

」
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
東
京
の
仕
事
を
辞
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
社
長
と

話
す
機
会
が
あ
り
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
に
。

　

日
本
酒
の
知
識
を
活
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
京
都
の
老

舗
の
お
店
と
交
渉
し
た
り
、
50
人
規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
ま
と
め
る
経
験
が
で
き
る
の
は
貴
重
で
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
毎
日
が
楽
し
い
で

す
！

◇
好
き
な
日
本
酒
の
銘
柄

　

良
く
聞
か
れ
る
の
で
す
が
…
私
は 

佐
賀
の
日
本
酒
箱

推
し 

な
ん
で
す
！

　
（
佐
賀
県
の
日
本
酒
全
体
が
大
好
き
）

　

た
だ
、
一
番
と
言
わ
れ
る
と 

天
山
酒
造 

さ
ん
で
す
ね
。

私
が
初
め
て
酒
蔵
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
思
い

出
の
酒
蔵
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
銘
柄
を
飲
ん
で
も
、「
あ
あ
、
美
味
し
い
な
ぁ
」
と

思
え
る
お
酒
を
造
ら
れ
て
い
ま
す
。　

◇
大
阪
で
好
き
な
場
所
？

　

悩
み
ま
す
ね
…
。

　

や
は
り 

大
阪
で
佐
賀
を
楽
し
め
る
「
旬
菜
川
崎
」
さ

ん
で
し
ょ
う
か
。佐
賀
の
日
本
酒
が
豊
富
に
揃
っ
て
い
て
、

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
と
て
も
落
ち
着
く
ん
で
す
。
あ
と
は
こ

だ
わ
り
の
日
本
酒
を
置
い
て
い
る“ 

日
本
酒
バ
ー ” 
も
好

き
で
、
よ
く
巡
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
あ
ま
り
他
で
は
見

な
い
日
本
酒
を
置
い
て
い
て
、
マ
ス
タ
ー
も
日
本
酒
オ
タ

ク
な
日
本
酒
バ
ー 

が
好
き
で
す
。
正
杜
屋
さ
ん
は
、
初

心
者
の
方
で
も
行
き
や
す
く
て
お
す
す
め
で
す
よ
～

◇
大
阪
に
住
ん
で
い
る
理
由

　

旦
那
さ
ん
が
大
阪
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
転
職
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
大
阪
に
来
る
こ
と
に
し
ま
し
た
！

◇
休
日
の
過
ご
し
方
？

　

自
宅
に
は
常
に
日
本
酒
が
30
本
以
上
あ
る
の
で
、
家
で

日
本
酒
会
を
開
い
た
り
、
各
地
の
生
産
者
さ
ん
に
会
い
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
も
基
本
、
日
本
酒
と
戯
れ
て
い
ま
す
！
（
笑
）

◇
こ
れ
か
ら
の
夢
・
展
望

　

最
近
、周
り
に
も
話
し
て
い
る
の
で
す
が
… 

初
の
「
佐

賀
酒
大
使
」
に
な
る
こ
と
！

　

県
公
認
で
佐
賀
の
日
本
酒
を
PR
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
最
高
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
佐
賀
を
推
し
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
広
報
部
会　

宮
城
）

　

大阪モノレールの日本酒列車「佐賀さいこう！」
ではトークイベントや日本酒紹介を務めました。

will in
troduce

will in
troduce
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大阪モノレールの日本酒列車「佐賀さいこう！」 レポート

完
売
御
礼

関
西
・
中
京
事
務
所
で
は
、
令
和
7
年
3

月
15
日
（
土
）
に
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式

会
社
と
協
力
し
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
日

本
酒
列
車
「
佐
賀
さ
い
こ
う
！
」
を
一
日

限
定
で
運
行
。
ま
た
、
万
博
記
念
公
園
駅

構
内
で
は
、
観
光
物
産
展
も
開
催
さ
れ
、

佐
賀
県
の
地
酒
を
は
じ
め
、
農
産
物
や
特

産
品
が
揃
い
、
佐
賀
の
魅
力
が
存
分
に
発

信
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
モ
ノ

レ
ー
ル
の
車
両
を
貸
し
切
り
に
し
て
、
佐

賀
の
美
味
し
い
日
本
酒
と
お
弁
当
を
堪

能
。
普
段
は
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
車

内
で
、
車
窓
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
ほ
ろ

酔
い
気
分
を
楽
し
む
と
い
う
、
非
日
常

の
特
別
な
時
間
が
広
が
り
ま
し
た
。

16
時
40
分
に
万
博
記
念
公
園
駅
を
出
発

し
、
門
真
市
駅
、
大
阪
空
港
駅
を
経
由

し
な
が
ら
約
1
時
間
半
の
旅
へ
。
途
中

に
は
ト
イ
レ
休
憩
や
、
美
し
い
夕
日
を

眺
め
る
撮
影
タ
イ
ム
も
設
け
ら
れ
、
日

が
暮
れ
た
後
に
は
大
阪
の
夜
景
を
楽

し
み
な
が
ら
の
ん
び
り
と
進
行
し
ま
し

た
。

車
内
に
は
佐
賀
の
20
以
上
の
蔵
元
が
提

供
し
た
日
本
酒
が
並
び
、
試
飲
を
楽
し

み
な
が
ら
お
気
に
入
り
の
銘
柄
を
見
つ

け
る
ひ
と
と
き
。
お
弁
当
も
佐
賀
の
魅

力
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
内
容
で
、

参
加
者
か
ら
も
大
好
評
で
し
た
。
さ
ら

に
、
日
本
酒
に
造
詣
の
深
い
佐
賀
大
好

き
唎
酒
師
・
歌 

明
音
（
う
た 

あ
か
ね
）

さ
ん
に
よ
る
日
本
酒
の
説
明
も
行
わ

れ
、
佐
賀
の
酒
の
奥
深
い
世
界
を
堪
能

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加

者
も
、
日
本
酒
が
進
む
に
つ
れ
て
お
つ

ま
み
を
分
け
合
い
、
会
話
も
弾
み
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
。
佐
賀
出
身
者
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
酒
を
愛
す
る

人
々
が
集
い
、
お
酒
に
関
す
る
蘊
蓄

や
試
飲
の
感
想
を
語
り
合
う
場
面
も
多

く
、
日
本
酒
へ
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら

（主な酒蔵、代表銘柄）

天吹酒造「天吹」・基山商店「基峰鶴」
天山酒造「天山」・小松酒造「万齢」
古伊万里酒造「古伊万里」・宗政酒造「宗政」
瀬頭酒造「東長」・五町田酒造「東一」・
馬場酒造場「能古見」・光武酒造場「光武」
富久千代酒造「鍋島」

れ
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

万
博
記
念
公
園
駅
に
帰
着
。
名
残
惜
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
関
西
佐
賀
県
人

会
の
日
本
酒
好
き
メ
ン
バ
ー
は
二
次
会

へ
突
入
し
、
さ
ら
に
楽
し
い
時
間
が
続

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

広
報
部
）

大阪モノレールに乗りながら、 佐賀の日本酒、 お弁当を満喫！！日本酒好きには最高のイベント♪

本号「紹介します」のコーナーでも登場

　唎酒師　歌　明音さん
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６月
下旬

７/ １９
( 土 )

９/ ３
( 水 )

～
９/ ５
( 金 )

おいでや !! いなか暮らし移住フェア２０２５

◇と　き　７月１９日（土）10 時 30 分～ 16 時 30 分　 
◇ところ　OMM ビル２階 A・B・C ホール
　　　　　（大阪市中央区大手前 1-7-31）
◇内　容　西日本最大級の移住定住イベント！
　　　　　 移住相談ブース出展

大阪・関西万博での九州７県による合同出展

◇と　き　９月３日（水）～５日（金）
　　　　　（※催事本番日程 ) 
◇ところ　EXPO メッセ「WASSE」（2,000㎡）
　　　　　( 大阪・関西万博会場内の催事施設 )
◇内　容　観光・物産・自然環境・文化等の PR

佐賀県　関西・中京事務所からイベントのお知らせ

5/18
( 日 )

第 52 回 神戸まつり

◇と　き　５月１８日（日）11:00 ～ 16:30  
◇ところ　神戸市役所北西側（花時計線）路上
◇内　容　佐賀県特産品の販売及び観光 PR

佐賀ハウスみかん・うれしの茶フェア

◇と　き　6 月 25 日 ( 水 ) ～ 6 月 30 日 ( 月 )
◇ところ　阪神梅田本店 １F 食祭テラス、B1
◇内　容　ハウスみかん・うれしの茶、販売促進

佐賀県関西・中京事務所の SNS で

佐賀県の観光・物産イベント情報等を発信中！

「フォロー」「いいね！」よろしくお願いします！
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「ふるさと納税で、佐賀の里山にタクシーを！」「ふるさと納税で、佐賀の里山にタクシーを！」

法人番号 :3300005007024法人番号 :3300005007024

一般社団法人きばる塾一般社団法人きばる塾
佐賀県神埼市神埼町城原 2718-2

E-Mail:　kibaru-jyuku@sage.ocn.ne.jp

都市部とは違い、 里山では移動手段が限られています。 特に高齢者にとって、 通院や買い物、
日常生活を支える移動手段は欠かせません。 ふるさと納税を活用し、 地域にタクシーサービス
を充実させることで、高齢者の皆様が安心して移動できる環境を整えます。 自宅から病院やスー
パーまで、 気軽に利用できるタクシーが地域の暮らしを支えます。

お申込みはこちら

「きばる塾」 では子ども向け

音楽レッスンをはじめました♪

是非、 遊びに来て下さい。

お知らせ！！

音楽レッスン風景

( ア行 ) 梶山　英二 坂田　晋子 中島　則夫 福地　裕文 三輪　チエミ
青木　日出夫 楞野　正憲 坂本　順一 中嶋　正幸 福富　一郎 本告　義弘
青木　兵庫 金ヶ江　美香 坂本　俊宜 中島　光則 藤　豊晴 本村　康夫
井口　洋子 兼原　アツ子 相良　広基 中島　好昭 藤永　節子 本山　繁
イケダ　テツヤ 嘉村　秀吉 佐藤　久美 永沼　猷彦 藤弥　咲子 森　巌
井﨑　雅大 加茂　五男 佐藤　久美 仲野　輝男 藤弥　文枝 森﨑　秋登
石﨑　克弘 辛島　邦晴 島　和男 永松　一敏 船津丸　ミツエ 森園　泰之
石田　安佐雄 川﨑　博章 島ノ江　繁吉 中牟田　昌則 古川　秀喜 ( ヤ行 )
井手　敏久 川原　利夫 下田　香代子 中村　重人 古村　武子 矢次　馨
稲富　弘満 神田　亜希子 城尾　恵 中村　司 星野　鐘雄 八頭司　幸光
井上　伸二 菊地　義照 生部　初男 南里　種司 堀　文夫 山口　則良
井上　秀昭 岸川　英司 白川　光弘 西兼　知昭 ( マ行 ) 山口　秀則
井上　由美子 岸川　康子 白畑　正江 西原　詔憲 前田　庄介 山口　眞知子
今井　カヤ子 北川　俊夫 白濱　勝憲 西本　八千代 前田　眞次 山﨑　和子
今井　照磨 木寺　幾久子 城　利隆 仁田　邦男 眞﨑　福紀 山田　廣
今福　佐智子 木寺　英夫 新宮　威一 野口　直人 増田　浩堂 山田　征雄
植松　博 木原　悟 陣内　久紹 野口　文夫 松井　洋子 横尾　玲子
江頭　利夫 木村　久太郎 角　美津子 野田　大介 松尾　忠彦 横田　敏文
円城寺　三十己 清河　貞幸 ( タ行 ) 野間　晴行 松尾　正隆 𠮷岡　信夫
遠藤　孝良 久我　幸司 武雄　圭一郎 ( ハ行 ) 松尾　正則 𠮷岡　洋
大石　美佐子 空閑　文彦 竹村　基 橋間　元徳 松林　淳 𠮷川　律子
大木　邦昭 黒川　時彦 立石　一 八田　信男 松村　由紀子 吉田　富子
大坪　勝行 黒木　賢一郎 田中　一秀 羽根　彰 丸尾　繁治 吉永　奈保美
大手　玲子 黒田　房子 谷川　京子 林　博 三島　孝之 吉永　正敏
大野　勝英 古賀　袈佐司 谷丸　八郎 原　正之 溝上　文夫 吉村　照治
小川　里美 古賀　孝平 塚島　昭次郎 樋口　基子 溝口　義行 米村　誠
小川　勉生 古賀　博美 辻井　寄子 樋口　保成 道山　容一 力武　勝典
奥　勝利 古賀　幹雄 辻村　利子 日野　睦男 光武　正弘 力武　實
越智　正司 古賀　光子 堤　喜美江 平山　敏之 南口　弘子 若林　稔
於保　博幸 小牧　正典 常行　博信 深川　義隆 三根　角雄 和智　ちさと
( カ行 ) ( サ行 ) 富永　𠮷信 福井　良子 峰松　和盛
桟　行雄 酒井　勝 永石　憲昭 福島　正信 宮城　孝弘
笠原　光男 坂下　勝利 永尾　善彦 福田　章 宮嵜　司朗

会報誌 19 号に対して、多くの会員の皆様からの心暖かい 「ご協力金」 を頂きました。会報誌 19 号に対して、多くの会員の皆様からの心暖かい 「ご協力金」 を頂きました。

ご協力ありがとうございました♪
ここに、ご芳名を記載しお礼とさせて頂きます。
今後の県人会事業運営に有効活用させて頂きます。（事務局一同） 

（注）五十音順に掲載しています。＜敬称略＞ 2025 年 4 月 20 日現在



　〔 第１０４回全国高校ラグビーフットボール大会 ・ 観戦記〕 

▶
昨
年
（
令
和
６
年
）
暮
れ
の 

12 

月 

27 

日
に
東
大
阪
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
幕
し
た
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
、
佐
賀
工
業
高
校
は
43
年
連
続
、
53
回
目
の

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
佐
賀
工
チ
ー
ム
は
前
回

の
Ａ
シ
ー
ド
と
違
い
、
佐
賀
県
大
会
・
九
州
大 

会
、
そ
し

て
夏
季
全
国
大
会
で
の
苦
戦
を
乗
り
越
え
て
の
出
場
で
、
大

会
初
日 

の
１
回
戦
か
ら
登
場
し
ま
し
た
。 

▶
１
回
戦
は
愛

媛
県
代
表
の
松
山
聖
陵
高
と
対
戦
。
前
半
は
常
に
相
手
校

の
ゴ 

ー
ル
ラ
イ
ン
へ
攻
め
込
む
が
思
う
よ
う
に
得
点
に
繋

が
ら
ず
苦
戦
の
展
開
。 

後
半
は
逆
に
相
手
校
に
隙
を
与
え

る
よ
う
な
展
開
も
あ
っ
た
が
、
何
と
か
底
力
を 

発
揮
し
て

29
：
19
で
勝
利
し
、
2
回
戦
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。 

▶

2
回
戦
は
大
阪
府
の
強
豪
校
で
あ
る
東
海
大
大
阪
仰
星
高
と

対
戦
。
応
援
側 
の
誰
も
が
今
回
最
大
の
関
所
と
考
え
て
お

り
、
何
と
か
接
戦
を
期
待
し
ま
し
た
。 

前
半
は
佐
賀
工
が

“

オ
ッ
セ
！
押
っ
せ
！” 
の
大
声
援
の
中
、
終
始
相
手
ゴ
ー 

ル
へ
と
押
し
込
む
が
中
々
ゴ
ー
ル
は
遠
く
、
相
手
側
の
反
則

か
ら
得
た
Ｐ
Ｇ
の
み 

の
3
：
0
で
終
了
。“

こ
こ
迄
は
、
佐

賀
工
Ｆ
Ｗ
の
力
が
上
回
っ
た
展
開
！” 
後
半
は
開
始
後
に
い

き
な
り
ス
ク
ラ
ム
で
の
ト
ラ
イ
を
奪
い
、
ゴ
ー
ル
も
決
ま
っ

て 

１０
：
０
で
更
に
リ
ー
ド
を
広
げ
る
展
開
と
な
り
、“
こ
れ

な
ら
最
後
ま
で
行
け
る
ぞ 

！” 

と
応
援
側
の
誰
も
が
勝
利

を
確
信
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

然
し
、
後
半
半
ば
に

一
寸
の
隙
を
突
か
れ
相
手
に
初
ト
ラ
イ
を
許
し
て
、
そ
の
後 

は
相
手
側
の
勢
い
に
呑
ま
れ
る
展
開
と
な
り
、
更
に
１
ト
ラ

イ
を
献
上
し
て
逆
転
さ 

れ
、
悲
痛
な“

試
合
終
了
！” 

の
笛

が
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
10
：
14
、
涙
呑
む 

惜
敗
！ 

そ
の

後
、大
阪
仰
星
は
調
子
付
き
決
勝
戦
へ
と
進
み
準
優
勝
で
す
。 

▶
こ
の
試
合
の
結
果
に
選
手
も
応
援
側
も
唖
然
と
な
り
目
頭

を
覆
う
人
や
残
念
が
る
人
の
姿
を
多
く
見
掛
け
る
。
然
し
、

最
後
は“

強
豪
に
対
し
て
良
く
戦
っ
た
！” 

と
、
こ
の
戦
い

に
満
足
し
た
よ
う
な
光
景
を
多
々
見
受
け
ま
し
た
。 

▶
大

会
後
、
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
同
窓
生
曰
く
、「
来
年
は
伝
統
的

な
強
靱
な
Ｆ
Ｗ 

に
、
も
っ
と
走
力
を
鍛
え
て
、
テ
ン
ポ
の

速
い
ボ
ー
ル
回
し
で
多
彩
な
攻
め
が
出
来
る
チ
ー
ム
づ
く
り

を
期
待
し
た
い
・
・
・
・
」 

と
。 

☆今大会の佐賀工業高校の戦績は以下の通りです。

 ・〔１回戦〕佐賀工 ２９：１９ 松山聖陵（愛媛） 

・〔２回戦〕佐賀工 １０：１４ 東海大大阪仰星（大阪）  
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12
月
25
日
14
時
30
分
か
ら
佐
賀
工
業
高
校
の
ラ

グ
ビ
ー
部
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
練
習
場
所
で
あ

る
近
畿
大
学
付
属
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
て
激
励
会

を
行
い
、
関
西
佐
賀
県
人
会
を
代
表
し
て
、
古
賀

副
会
長
よ
り
激
励
金
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

ススポーツ振興　　　第 104 回　全国高等学校ラグビーフットボール大会

佐
賀
工
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
激
励
会
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男子第 75 回・女子第 36 回全国高校駅伝競走大会

大
会
レ
ポ
ー
ト

大
会
レ
ポ
ー
ト

男
子
第
75
回
・
女
子
第
36
回
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
（
毎
日
新
聞

社
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
な
ど
主
催
）
の
開
会
式
が
21
日
、
か
た
お

か
ア
リ
ー
ナ
京
都
（
京
都
市
体
育
館
）
で
あ
り
、
男
子
県
代
表
の
鳥

栖
工（
15
年
連
続
49
回
目
）、女
子
県
代
表
の
白
石（
2
年
ぶ
り
11
回
目
）

も
式
に
臨
ん
だ
。

鳥
栖
工
、
躍
進
7
位
入
賞　

中
盤
か
ら
後
半
に
猛
追

「
全
員
が
入
賞
の
立
役
者
。
特
に
3
年
生
が
頑
張
っ
た
。
あ
り
が
と
う

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」。
チ
ー
ム
を
率
い
て
29
年
目
の
古
川
昌
道
監

督
は
、
自
身
初
の
入
賞
を
果
た
し
選
手
へ
の
感
謝
を
口
に
し
た
。

白
石
、
諦
め
ず
に
45
位　

ベ
ス
ト
状
態
で
臨
め
ず

30
位
以
内
を
目
標
に
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
が
、
け
が
を
抱
え
る
選
手
も

い
る
中
で
厳
し
い
レ
ー
ス
展
開
を
強
い
ら
れ
、
45
位
に
終
わ
っ
た
。

門
田
芳
彦
監
督
は
「
惨
敗
だ
っ
た
。
最
終
的
に
は
私
の
責
任
」
と
言

葉
少
な
だ
っ
た
。

12
月
21
日
18
時
よ
り
女
子
は
白
石
高
校
宿
舎
で
、
そ

の
後
、
移
動
し
て
男
子
は
鳥
栖
工
業
高
校
宿
舎
に

て
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。
中
村
副
会
長
よ
り
激

励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

高
校
駅
伝
激
励
会
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スポーツ振興　　　皇后盃 第 43 回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会

新年の都大路を 47 都道府県の女性ランナーが激走！佐賀県代表チーム 29 位でゴール

大
会
レ
ポ
ー
ト

　

第
43
回
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
は
12

日
、
京
都
市
の
た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
を
発
着

点
に
行
わ
れ
ま
す
。
佐
賀
県
チ
ー
ム
は
、
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
の
幅
広
い
世
代
の
選
手

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
区
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
た
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。
駅
伝
は
9
区
間

で
行
わ
れ
、
各
選
手
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
な
が
ら

42.195km

を
走
破
し
ま
す
。

　

佐
賀
県
チ
ー
ム
は
第
43
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝
競
走
大
会
で
29
位
に
入
り
、
タ
イ
ム
は
2
時

間
23
分
32
秒
で
し
た
。
各
選
手
が
持
ち
味
を
発
揮
し

な
が
ら
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
今
後

の
大
会
で
も
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
ね
！

激
励
会
開
催

1
月
11
日
18
時
よ
り
、
京
都
佐
賀
県
人
会
と
合
同
で
宿
舎

に
て
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
佐
賀
県
人
会
か

ら
八
田
会
長
、
京
都
佐
賀
県
人
会
か
ら
木
寺
会
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
激
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

( エントリー表）
1 区（６㎞）小松 夕夏
2 区（４㎞）前田 穂乃香
3 区（３㎞）中野 実桜
4 区（４㎞）山口 綾 [F]
５区（4.1075㎞）光岡 琴奈
６区（4.0875㎞）内野 彩愛
７区（４㎞）古澤 由奈
８区（３㎞）山田 希美
９区（10㎞）平井 見季 [F]

チーム全員で記念撮影♪

激励金の贈呈♪
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【わが市の一押しＰＲポイント】【わが市の一押しＰＲポイント】

〇
鍋
島
藩
窯
伊
万
里
開
窯
３
５
０
周
年
！

　

江
戸
時
代
に
将
軍
家
な
ど
へ
の
献
上
品
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
歴
史
を
持
つ
日
本
最
高
峰
の
磁

器
「
鍋
島
焼
」
は
、
鍋
島
藩
窯
が
伊
万
里
市
・

大
川
内
山
に
移
転
し
て
か
ら
令
和
７
年
で

350
周

年
を
迎
え
ま
す
。
本
年
は
、
先
人
達
が
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
「
鍋
島
焼
文
化
」
を
守
り
続
け

る
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
を
見
据
え
た
大
事
な
ス

タ
ー
ト
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
鍋
島
藩
窯
風
鈴
市
（
6
月
14
日
～
8
月
24
日
）

２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
伊
万
里
風
鈴
ま

つ
り
」
は
、
今
年
か
ら
「
鍋
島
藩
窯 

風
鈴
市
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
29
の
窯
元
を

中
心
に
作
ら
れ
た
風
鈴
の
数
は
、
昨
年
か
ら
さ

ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
、
約
３
千
個
の
展

示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
深
緑
の
山
々
に
囲
ま

れ
た
大
川
内
山
に
、
涼
し
げ
な
音
色
を
響
き
渡
ら

せ
ま
す
。

〇
鍋
島
藩
窯
秋
祭
り
（
11
月
1
日
～
5
日
）

紅
葉
が
美
し
い
季
節
に
開
催
さ
れ
る
「
鍋
島
藩
窯 

秋
祭
り
」
は
、
鍋
島
焼
の
魅
力
と
歴
史
を
堪
能
で

き
る
大
川
内
山
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
鍋
島
藩

窯
の
歴
史
が
息
づ
く
こ
の
地
な
ら
で
は
の
特
別
な

体
験
が
多
数
用
意
さ
れ
て
お
り
、
秋
の
風
景
と
と

も
に
鍋
島
焼
の
美
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

伊
万
里
市

　

3
月
28
日
に
道
の
駅
伊
万
里
「
伊
万
里
ふ
る
さ

と
村
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
設
さ
れ
た
特
産
館
で
は
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
が
、
地

元
菓
子
店
と
共
同
開
発
し
た
梨
を
使
っ
た
焼
き
菓

子
「
伊
万
梨
（
い
ま
り
）」
や
長
崎
県
立
大
（
佐
世

保
市
）
の
学
生
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
商
品
開
発
し

た
伊
万
里
牛
の
メ
ン
チ
カ
ツ
「
こ
い
が
伊
万
里
メ

ン
チ
」
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
イ
ー
ト
イ

ン
も
で
き
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
天
然
芝
の
公
園
の

整
備
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
～
10
月
の
梨
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ

た
「
な
し
ま
つ
り
」
や
、
市
内
菓
子
店
と
共
同
で

行
わ
れ
る
「
ス
イ
ー
ツ
ま
つ
り
」
な
ど
、
年
間
を

通
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
、
伊
万
里
市
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
伊
万
里

大川内山の窯元開業から３５０年 呼び名「鍋島焼」に！

道
の
駅
伊
万
里

「
伊
万
里
ふ
る
さ
と
村
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
旬
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

関
西
佐
賀
県
人
会
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

道の駅伊万里「伊万里ふるさと村」道の駅伊万里「伊万里ふるさと村」

新設された天然芝の公園エリア新設された天然芝の公園エリア

家族でも楽しめる！！家族でも楽しめる！！

伊万里の特産物や新鮮な農産物、加工物が並ぶ！伊万里の特産物や新鮮な農産物、加工物が並ぶ！
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鳥
栖
市
は
、
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
た
昨

年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
。
そ
の
一
環
で
、

鳥
栖
市
内
の
高
校
３
校
の
生
徒
が
協
力
し
、
鳥

栖
市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
鳥
栖
映
え
動
画
」

を
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

動
画
制
作
で
は
、
撮
影
を
鳥
栖
工
業
高
校
と

鳥
栖
商
業
高
校
、
題
字
を
鳥
栖
高
校
が
担
当
。

鳥
栖
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
ス
イ
ー
ツ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
鳥
栖
市
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
素
敵
な
動
画
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
動
画
は
、
２
０
２
４
年
８
月
11
日
の

サ
ガ
ン
鳥
栖
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
「
市
制
施
行
70

周
年
記
念
鳥
栖
市
民
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
ハ
ー
フ
タ
イ

ム
に
、駅
前
不
動
産
ス
タ
ジ
ア
ム
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
で
初
披
露
。
制
作
し
た
生
徒
た
ち
へ
、
１
４
，

０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
か
ら
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
動
画
の
制
作
に
は
、
鳥
栖
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
、
ま
ち
の
誇
り
で
あ
り
宝

で
あ
る
２
つ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
と
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
選

手
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
は
、
２
０
２
３

年
に
鳥
栖
市
内
に
新
練
習
拠
点
・
サ
ロ
ン
パ
ス

®
ア
リ
ー
ナ
が
完
成
し
、
同
年
か
ら
鳥
栖
市
を

中
心
に
活
動
。
選
手
た
ち
が
こ
ど
も
た
ち
を
直

接
指
導
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
開
催
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
に
は
新
リ
ー
グ
「
大
同
生
命
Ｓ
Ｖ

リ
ー
グ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
来
シ
ー
ズ

ン
も
神
戸
市
で
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、

関
西
で
開
催
さ
れ
る
ア
ウ
ェ
イ
ゲ
ー
ム
の
際
に

も
、
ぜ
ひ
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

サ
ガ
ン
鳥
栖
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
14
年
ぶ
り
に

Ｊ
２
リ
ー
グ
で
戦
っ
て
い
ま
す
。
関
西
地
方
に

は
Ｊ
２
ク
ラ
ブ
が
な
い
た
め
、
現
地
で
の
応
援

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
佐
賀
県
に
帰

省
さ
れ
た
際
な
ど
は
、
ぜ
ひ
鳥
栖
市
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
背
も
た
れ
や
グ
ル
ー
プ
シ
ー
ト
設

置
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
む
ス
タ
ジ
ア
ム

で
選
手
た
ち
の
後
押
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
鳥
栖
映
え
動
画
」
は
、
鳥
栖
市
の
公
式
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鳥栖市 政策部 情報政策課

TEL 0942-85-3513( 広報統計係 )

FAX 0942-82-1994

公式ＹｏｕＴｕｂｅ

「鳥栖映え動画」

[ 情報提供 ]

駅前不動産スタジアムに駅前不動産スタジアムに
新設したグループシート新設したグループシート

高校生が鳥栖市の魅力を発信！「鳥栖映え動画」

駅前不動産スタジアムの駅前不動産スタジアムの

大型ビジョンで初披露大型ビジョンで初披露

鳥
栖
市
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「
関
西
佐
賀
県
人
会
」
の
皆
様
、
い
つ
も

唐
津
市
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

唐
津
市
に
は
、
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
名
護
屋
城
跡
並
び
に
陣
跡
」
と

い
う
、
日
本
の
歴
史
に
深
く
刻
ま
れ
た
貴
重

な
文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
名
護
屋
城

は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
の
際
、
豊
臣
秀
吉
の

居
城
と
し
て1592

年
に
築
か
れ
ま
し
た
。

当
時
、
全
国
か
ら
約

160
の
大
名
が
集
結
し
、

名
護
屋
城
を
中
心
に
大
規
模
な
城
下
町
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
町
に
は
、
武
士
や
商

人
を
含
め
約
20
万
人
も
の
人
々
が
生
活
し
、

ま
さ
に
桃
山
時
代
の
一
大
拠
点
と
し
て
栄
え

た
場
所
で
し
た
。

こ
の
歴
史
的
な
価
値
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
文
化
的
意
義
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
、
唐
津
市
は
佐
賀
県
と
協
同

で
「
は
じ
ま
り
の
名
護
屋
城
。」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、か
つ
て
豊
臣
秀
吉
が
使
用
し
た「
黄

金
の
茶
室
」
や
「
草
庵
茶
室
」
の
再
現
を
は

じ
め
、
歴
史
フ
ァ
ン
に
人
気
の
ゲ
ー
ム
「
信

長
の
野
望
」
と
コ
ラ
ボ
し
た
周
遊
サ
イ
ン
の

設
置
な
ど
、
名
護
屋
城
の
魅
力
を
現
代
に
伝

え
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

策
を
通
じ
て
、
名
護
屋
城
の
歴
史
を
新
た
な

形
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
環
境
を
整
え
、

多
く
の
方
々
に
そ
の
価
値
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、毎
年
恒
例
の
「
名
護
屋
城
大
茶
会
」

で
は
、
城
跡
や
陣
跡
を
舞
台
に
、
呈
茶
席
や

全
国
各
地
の
武
将
隊
を
招
聘
し
た
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を
企
画
し
、

来
訪
者
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
名
護
屋
城
大
茶
会
は
令
和

7
年
11
月
23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
の
お
城

フ
ァ
ン
か
ら
絶
大
な
支
持
を
受
け
る
「
お
城

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
の
出
張
版
が
、
九
州
で
初
め
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
点
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
来
場
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
歴
史
や
文
化
を
通
じ
た
新
た
な
交

流
の
場
と
な
る
で
し
ょ
う
。

関
西
佐
賀
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の

歴
史
あ
る
名
護
屋
城
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

城
の
持
つ
魅
力
や
当
時
の
情
景
を
肌
で
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
関
西
か
ら

の
皆
様
の
ご
来
訪
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

唐
津
市

唐津市と玄海町に広がる国特別史跡「名護屋城跡
並陣跡」は､豊臣秀吉による文禄・慶長の役（1592
年から 1598 年）の出兵基地であり、名護屋城跡
を中心に半径 3 キロメートルの範囲に全国から集
結した大名・武将たちの陣跡が 150 以上残る日本
の歴史上他にも類を見ない貴重なものです。

豊臣秀吉ゆかりの 2 つの茶室を再現
名護屋城跡並びに陣跡

名称： 名護屋城博物館 なごやじょうはくぶつかん
住所： 佐賀県唐津市鎮西町名護屋 1931-3
時間： 9:00-17:00　月曜休み
電話： 0955-82-4905
駐車場： 無料駐車場あり

【わが市の一押しＰＲポイント】【わが市の一押しＰＲポイント】

唐津の歴史に刻まれた貴重な文化遺産
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第
14
回 
食
い
だ
お
れ
ナ
イ
ト

　

2025

年
3
月
27
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
て
「
第
14
回 

食
い
だ
お
れ
ナ
イ
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
日
本
司
厨

士
協
会
関
西
本
部
が
主
催
し
、
関
西
本
部
の
後
援
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
西
の
司
厨
士
協
会
の
会
員
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
人

会
か
ら
八
田
会
長
、
古
賀
副
会
長
、
桟
副
会
長
が
出
席
。

ま
た
、
学
校
法
人
三
幸
学
園
・
辻
学
園
の
特
任
教
授
で

あ
る
横
田
文
良
先
生
、伊
萬
里
ん
も
ん
会
の
有
志
な
ど
、

総
勢

172
名
が
集
い
、
佐
賀
県
が
誇
る
各
地
の
「
本
物
」

の
食
材
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

関
西
の
名
だ
た
る
ホ
テ
ル
の
超
一
流
シ
ェ
フ
に
よ
る

匠
の
技
が
織
り
成
す
料
理
は
、
視
覚
で
感
動
し
、
味
覚

で
感
激
す
る
も
の
ば
か
り
。
食
の
奥
深
さ
を
改
め
て
実

感
で
き
る
、
ま
さ
に
至
福
の
夜
と
な
り
ま
し
た
。
佐
賀

県
の
素
晴
ら
し
い
食
材
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
ま
す
。

　

食
材
の
手
配
に
奔
走
さ
れ
た
貝
原
副
所
長
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
佐
賀
県
の
味
、
こ
れ
か
ら
も
広
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。　
　
　
　
　
　

佐
賀
さ
い
こ
う
！

　
　
　
　
　
　
（
記
事
：
佐
賀
県
人
会　

副
会
長　

丸
尾
）

第 14 回 食いだおれナイト—佐賀県の“ 本物” の味を堪能する一夜

第 16 回「 ふれあい伊萬里んもん会」 —絆を深める温かな集い 令和 7 年 3 月 16 日 ( 日 )

　

令
和
7
年
3
月
16
日
（
日
）、
ホ
テ
ル
阪
神
大
阪
に

て
第
16
回
「
ふ
れ
あ
い
伊
萬
里
ん
も
ん
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
地
元
伊
万
里
か
ら
の
来
賓
を
は
じ

め
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
関
係
者
も
多
数
参
加
し
、
総

勢
110
名
の
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
会
は
元

ABC
朝
日
放
送
の
唐
川
満
知
子
さ
ん
が
務

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も
と
、
山
崎
秀
俊
副
会
長
の

開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
桑
本
成
司

伊
万
里
市
副
市
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
伊
万
里
都
市

政
策
課
の
水
野
宏
樹
課
長
、
久
保
田
弘
平
係
長
に
よ
る

伊
万
里
へ
の
移
住
制
度
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乾
杯
前
に
は
、
中
国
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
変
面
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
中
国
四
川
変
面
」
が
披
露
さ
れ
、
華

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
松
尾
正
則
顧
問
に
よ
る
乾
杯
で

会
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
伊
万
里
か
ら
届
い
た
厳
選
食
材
を

堪
能
し
な
が
ら
の
歓
談
が
続
き
、
さ
ら
に
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
伊
万
里
学
園
高
校
出
身
の
演
歌
歌
手
・

五
月
ひ
ろ
み
さ
ん
が
登
場
。
そ
の
美
し
い
歌
声
に
会
場

は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
地
元
企
業
か
ら
の
協
賛
品

に
よ
る
抽
選
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
当
選
者
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
温
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
来
年
も
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
い
う

本
山
事
務
局
長
の
締
め
の
挨
拶
で
会
は
閉
幕
。
役
員
の

皆
様
の
努
力
に
感
謝
し
、
次
回
へ
の
期
待
を
胸
に
、
参

加
者
は
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
！

　
　
　
　
　
（
記
事
：
伊
萬
里
ん
も
ん
会　

会
長　

丸
尾
）

◇活動報告◇

令和 7 年 3 月 27 日 ( 木 )
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関西佐賀県人会　会員募集♪
こんな方におすすめ！

■ 地元出身の仲間とつながりたい！
■新しい友達を作りたい！
■ ふるさとの話で盛り上がりたい！

※詳細は広報部会　電話番号 06-6136-7850　
県人会事務局担当：福富まで電話受付（月／木）

「 関西唐津会総会 ・ 懇親会」

2025 年 10 月 11 日（ 土曜日） 12 時～ 15 時

会場 ： ホテル ・ プリムローズ大阪（ 大阪市中央区大手町 3 丁目 1 番 43 号）

「 関西龍谷振風会総会 ・ 懇親会」

2025 年 10 月４日（ 土曜日） 11 時～ 15 時

会場 ： 阪神ホテル阪神（ 大阪市 福島区福島 5 丁目 6-16）

関西佐賀県人会「総会開催案内・親睦会」

会場：ホテル阪急インターナショナル
と  き：　６月７日 ( 土 ) 　11:00  ～　15:00
ところ：　ホテル阪急インターナショナル

豪華景品が当たるお楽しみ抽選会や楽しいイベント盛りだくさん！！
「佐賀んもん」同士で楽しい時間を過ごしましょう♪

 ※詳細は広報部会　電話番号 06-6136-7850　
県人会事務局担当：福富まで電話受付（月／木）

開催予定

是非、 ご参加下さい！！

集まろう！佐賀んもん
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江
戸
時
代
、
肥
前
佐
賀
で
誕
生
し
た
『
葉

隠
』
は
日
本
の
伝
統
的
武
士
道
の
「
教
典
」、

ま
た
「
人
間
形
成
の
書
」
と
し
て
、
現
代
で

も
読
み
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

口
述
者
山
本
常
朝
、
筆
録
者
田
代
陣
基

の
合
作
。
成
立
し
た
の
は
、
紀
州
藩
主
徳

川
吉
宗
が
第
八
代
将
軍
に
就
い
た
享
保
元

年(

一
七
一
六)

で
あ
る
。
構
成
全
十
一
巻
、

一
三
四
三
項
か
ら
成
る
語
録
と
な
っ
て
い

る
。「
武
士
道
と
い
ふ
は
死
ぬ
こ
と
と
見
附

け
た
り
」
と
言
う
フ
レ
ー
ズ
の
出
現
は
明
治

39
年
の
こ
と
。
こ
れ
が
活
字
本
と
な
っ
て
広

く
世
間
で
読
ま
れ
る
と
、
そ
の
内
容
の
深
さ

に
心
打
た
れ
、
学
び
研
究
す
る
人
々
が
次
第

に
増
え
て
行
っ
た
。『
葉
隠
』
は
別
名
「
葉

隠
論
語
」
と
も
言
わ
れ
、
江
戸
期
の
古
典
哲

学
書
と
な
っ
て
い
る
。
序
章
「
夜
陰
の
閑
談
」

に
お
け
る
四
誓
願
、
す
な
わ
ち
①
武
士
道
に

於
い
て
遅
れ
取
り
申
す
ま
じ
き
事
②
主
君
の

御
用
に
立
つ
べ
き
事
③
親
に
孝
行
仕
る
べ
き

事
④
大
慈
悲
を
起
こ
し
人
の
為
に
な
る
べ
き

事　

は
有
名
で
あ
る
。

●
『
葉
隠
』
の
原
文
と
解
釈

「
武
士
道
と
い
ふ
は
死
ぬ
こ
と
と
見
附
け
た

り
。
二
つ
二
つ
の
場
合
に
於
い
て
死
ぬ
方
に

片
附
く
ば
か
り
な
り
。
別
に
仔
細
な
し
」
と

原
文
は
謳
っ
て
い
る
。

(

第
一
巻
教
訓
項
の
冒
頭)

一
方
、
内
容
を

良
く
吟
味
す
れ
ば
、「
我
人
生
生
き
る
方
が

好
き
な
り
。
多
分
好
き
な
方
に
理
が
附
く
べ

し
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
一
見
矛
盾
す
る
表

現
で
は
な
い
の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
口

述
者
常
朝
は
、
死
を
礼
讃
し
、
つ
べ
こ
べ
言

わ
ず
に
死
ね
ば
い
い
と
は
語
っ
て
い
な
い
。

人
命
を
軽
視
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
い
つ

も
「
死
」
を
覚
悟
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て

充
実
し
た
「
生
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来

る
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
常
朝
得
意
の「
逆

説
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。「
死
を

美
化
す
る
哲
学
」
で
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て

来
る
。

●
作
家
三
島
由
紀
夫
の
見
解
と
常
朝
の
結
び

三
島
は『
葉
隠
』を〝
逆
説
の
本
〟だ
と
断
言
。

ま
た
〝
自
由
と
情
熱
を
説
い
た
書
〟
と
述
べ

て
い
る
。
常
朝
は
原
文
で
次
の
様
に
述
べ
、

逆
説
手
法
を
採
用
す
る
の
に
い
さ
さ
か
も
躊

躇
し
て
い
な
い
。『
葉
隠
』
の
精
神
と
真
意

は
次
の
文
章
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

「
人
間
の
一
生
は
誠
に
わ
ず
か
な
り
。
好
い

た
こ
と
を
し
て
暮
ら
す
べ
き
な
り
。
好
か
ぬ

事
ば
か
り
し
て
苦
を
見
て
暮
ら
す
は
愚
か
な

る
事
な
り
。
こ
の
こ
と
は
わ
ろ
く
聞
い
て
は

言
な
る
故
、
若
き
衆
な
ど
に
終
に
語
ら
ぬ
奥

の
手
な
り
」
と
。

　

歴
史
学
者
の
中
に
は
近
代
日
本
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
、
幕
末
・
近
代
の
佐
賀
で

第
十
代
藩
主
鍋
島
直
正
（
一
八
一
四
～

一
八
七
一
）
と
並
び
注
目
す
べ
き
人
物
に

佐
野
常
民
（
一
八
二
二
～
一
九
〇
二
）
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
野
を
評
し
て
マ

ル
チ
人
間
の
元
祖
と
称
す
る
人
も
い
る
。

思
い
込
ん
だ
ら
や
り
通
す
情
熱
の
男
、
小

説
『
火
城
』
の
主
人
公
。
科
学
技
術
の
主

任
、
万
国
博
覧
会
男
、
博
愛
社
設
立
・
日

本
赤
十
字
社
の
初
代
社
長
、
日
本
美
術
協

会
長
、
元
老
院
議
長
な
ど
の
政
治
家
を
含

む
数
多
く
の
異
名
を
持
っ
て
い
る
。
令
和

五
年
十
一
月
中
旬
、
佐
賀
ア
リ
ー
ナ
へ
の

道
、
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
前
に
高
さ

3.5
ｍ
、
堂
々
た
る
姿
の
佐
野
の
銅
像
が
建

立
さ
れ
た
。
偉
人
顕
彰
の
新
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

●
佐
野
は
文
政
五
年
、
佐
賀
藩
士
下
村

家
の
五
男
と
し
て
現
在
の
川
副
町
で
誕

生
。
九
才
の
時
、
藩
医
佐
野
家
の
養
子

と
な
り
栄
寿
と
名
の
っ
た
。
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）、
京
都
の
蘭
学
者
広
瀬
元
恭
、

大
坂
の
適
塾
緒
方
洪
庵
、
江
戸
の
同
郷
人

伊
東
玄
朴
の
象
先
堂
で
医
学
・
蘭
学
を
学

び
修
め
て
い
る
。

●
藩
主
直
正
の
主
導
で
藩
政
の
改
革
・
刷

　

そ
の
一

　
　
　

常
朝
が
著
わ
し
た

『
葉
隠
』
の
精
神
と
真
意　

　

そ
の
二

　
　
　

近
代
日
本
の
パ
イ
オ
ニ
ア
佐
野
常
民

その一　常朝が著わした『 葉隠』 の精神と真意
その二　近代日本のパイオニア　佐野常民
その三　佐賀が生んだ名作『 次郎物語』 功労会員　

吉村　照治　さん

今に受け継がれた「 肥前佐賀の誇りと誉まれ」
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大
正
・
昭
和
の
文
学
・
青
少
年
教
育
の
分

野
で
活
躍
し
た
下
村
湖
人
（
一
八
八
四
～

一
九
五
五
）。
彼
は
現
在
の
神
埼
市
千
代
田

出
身
で
、
自
分
の
生
い
立
ち
を
小
説
に
し
た

『
次
郎
物
語
』
が
あ
る
。
不
朽
の
名
作
で
過

去
幾
た
び
か
、
ラ
ジ
オ
小
説
・
テ
レ
ビ
・
映

画
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
度
は
同
書

を
読
み
、
生
誕
の
地
を
訪
れ
感
動
・
感
銘
を

覚
え
た
人
は
少
な
く
な
い
。
数
年
前
、
佐
賀

新
聞
「
ろ
ん
だ
ん
」
に
寄
稿
さ
れ
た
岩
橋
誠

氏
の
記
事
「
白
鳥
芦
花
に
入
る
」
を
読
み
、

改
め
て
同
書
を
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
、
新
た

な
感
慨
を
深
く
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
白
鳥

会
」
や
「
自
己
を
掘
る
」
く
だ
り
で
、
次
郎

が
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
朝
倉
先
生
の
講
義
・

解
説
の
場
面
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
先
生
の
自
宅
に
飾
ら
れ
た

「
掛
軸
と
額
」
に
因
ん
だ
和
歌
の
一
句
と
漢

字
五
文
字
の
詩
だ
。
佐
賀
旧
制
中
学
二
年
の

次
郎
に
と
っ
て
、
幾
度
判
読
し
て
も
な
か
な

か
理
解
が
出
来
な
か
っ
た
箇
所
。
齢
八
〇
代

半
ば
の
小
生
に
と
っ
て
も
圧
巻
の
講
義
シ
ー

ン
は
忘
れ
難
い
描
写
。
次
の
表
現
を
肝
に
銘

じ
人
生
の
糧
に
し
た
い
も
の
だ
。

江
戸
後
期
の
良
寛
上
人
に
よ
る
「
掛
軸
」
の

和
歌　

「
い
か
に
し
て
ま
こ
と
の
み
ち
に
か
な
は
な

む
ち
と
せ
の
な
か
の
ひ
と
ひ
な
り
と
も
」。

誠
の
言
葉
の
重
要
さ
を
謳
い
次
の
詩
に
通
ず

る
と
述
べ
て
い
る
。

無
落
款
額
の
漢
詩

『
白
鳥
入
芦
花
』（
禅
語
「
白
馬
入
ニ
芦
花
一
」

を
言
い
替
え
て
い
る
）

ま
っ
白
な
鳥
が
ま
っ
白
な
芦
花
に
舞
い
込
む

と
そ
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
。
し
か
し
そ
の

羽
音
の
た
め
に
、
今
ま
で
眠
っ
て
い
た
芦
原

が
一
面
に
そ
よ
ぎ
出
す
。
余
程
心
を
練
ら
な

い
と
こ
の
禅
語
の
意
味
は
分
か
ら
な
い
。
意

訳
を
す
る
と
組
織
の
中
に
あ
っ
て
、
目
立
た

な
く
て
も
良
い
。
し
か
し
組
織
を
動
か
す
存

在
感
の
あ
る
人
間
に
な
れ
と
説
い
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

な
お
湖
人
は
、
晩
年
一
般
青
壮
年
教
育
に
尽

力
し
、「
日
本
青
年
団
の
父
」
と
称
さ
れ
る

田
沢
義
鋪
（
鹿
島
市
出
身
、
熊
本
五
高
以
来

の
友
人
。
湖
人
が
一
級
上
）
を
助
け
て
い
る
。

湖
人
と
義
鋪
は
共
に
佐
賀
が
生
ん
だ
教
育
界

の
偉
人
で
、
そ
の
功
績
は
大
き
い
。
湖
人
は
、

名
著
『
こ
の
人
を
見
よ
田
沢
義
鋪
の
生
涯
』

新
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
。
西
洋
の
科
学

技
術
摂
取
の
た
め
蘭
学
を
重
視
。
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）、
日
本
初
の
反
射
炉
、
翌
年
に

は
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
に
成
功
し
た
。

嘉
永
五
年
、
藩
内
に
精
煉
方
が
設
け
ら
れ
、

佐
野
は
そ
の
主
任
（
預
人
）
に
抜
擢
さ
れ
た
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
は
、
国
産
初
の

蒸
気
船
「
凌
風
丸
」（
一
〇
馬
力
）
が
完
成
、

技
術
の
集
大
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
●
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
第
二
回
パ
リ

万
国
博
覧
会
に
幕
府
及
び
佐
賀
藩
と
薩
摩
藩

が
出
展
し
た
。
佐
野
は
佐
賀
藩
の
団
長
と
し

て
尽
力
。
同
時
に
欧
州
の
国
家
制
度
・
産
業
・

軍
事
・
戦
艦
建
造
・
発
注
な
ど
の
視
察
を
終

え
、
最
新
情
報
を
入
手
帰
国
し
た
。

●
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
ウ
ィ
ー
ン
万

博
の
副
総
裁
と
し
て
再
び
渡
欧
。
こ
の
事
が

明
治
十
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
を
初
め
と
す

る
日
本
の
博
覧
会
・
博
物
館
行
政
を
推
進
し
、

国
内
産
業
の
振
興
を
誘
導
し
た
。
大
蔵
卿
・

元
老
院
議
長
・
農
商
務
大
臣
な
ど
の
政
府
要

職
を
歴
任
す
る
傍
ら
文
明
国
家
の
樹
立
を
目

指
し
活
動
を
展
開
し
た
。

　

明
治
の
新
国
家
建
設
は
佐
野
常
民
の
様
な

強
い
信
念
と
不
屈
の
精
神
を
有
す
る
人
々
の

そ
の
三

　
　
　

佐
賀
が
生
ん
だ
名
作

『
次
郎
物
語
』

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。

佐
野
は
「
誇
り
」
を
大
切
に
す
る
人
間
で
も

あ
っ
た
。
幕
末
に
は
「
海
の
船
長
」
維
新
後

は
「
陸
の
船
長
」
と
し
て
和
魂
洋
才
を
発
揮
。

我
が
国
の
近
代
化
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
・
貢

献
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
七
年（
二
〇
二
五
）、

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る
。
先
人
達

の
〝
知
恵
と
英
知
〟
を
活
か
し
是
非
成
功
を

収
め
て
欲
し
い
も
の
だ
。

を
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
名
言
と
し
て〝
何

に
つ
け
て
も
「
仕
方
が
な
い
」
と
言
う
人

間
ほ
ど
仕
方
の
な
い
人
間
は
な
い
〟
と
言

い
切
っ
て
い
る
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
次
の
表
現
は
傾
聴

に
値
す
る
言
葉
と
思
う
『
こ
の
人
を
見
よ
』

の
中
で
「
明
治
以
降
、
真
に
尊
敬
す
る
人

は
数
多
く
知
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
三

人
を
挙
げ
よ
と
言
わ
れ
た
ら
、
福
沢
諭
吉
・

新
渡
戸
稲
造
・
田
沢
義
鋪
の
三
名
だ
。
特

に
一
人
と
言
わ
れ
た
ら
田
沢
の
名
を
挙
げ

て
い
る
」。
佐
賀
の
誇
り
で
あ
り
誉
ま
れ
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上



「食糧危機の中で正義を貫いた判事の物語、その感動と勇気」　佐賀の偉人

野田　大介さん

関西佐賀県人会　理事

偉
人
シ
リ
ー
ズ  

Ｎ
ｏ.

Ⅱ

     

【
山
口  

良
忠(

ヨ
シ
タ
ダ)

】

戦
後
の
混
乱
期
に
何
が
有
ろ
う
と
裁
判
官 
の

職
種
に
全
う
し
て
苦
難
に
朽
ち
た
山
口
良
忠

(

ヨ
シ
タ
ダ)

判
事
を
紹
介
し
ま
す
。

★
虎
に
翼
・NHK

・
24
年
朝
ド
ラ
に
放
送
の

中
で
も
紹
介
さ
れ
た
事
も
有
っ
た
モ
デ
ル
の
判

事
、
わ
ず
か
33
歳
で
亡
く
な
る
、
郷
土
の
素
晴

ら
し
い
偉
人｢

山
口
判
事｣

は
清
く
正
し
く
、

日
本
一
汚
職
の
少
な
い
佐
賀
の
風
土
を
象
徴
す

る
鑑
の
様
な
人
で
、｢

葉
隠｣

よ
り
も
葉
隠
ら

し
く
生
き
た
誇
り
高
き
人
物
で
し
た
。

★
誕
生
、
生
い
立
ち

　

佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
大
字
福
田
２
０
３
３

　

生
ま
れ  

大
正
２
年
１
月
16
日(1914)

　

死
亡      

昭
和
22
年
10
月
11
日(1947)

　

享
年  　

 

33
才

◎
小
学
校
時
代

　

佐
留
志
尋
常
高
等
小
学
校(

江
北
小
学
校)

　

橘
尋
常
高
等
小
学
校

　

須
古
尋
常
高
等
小
学
校
。

　

何
と
三
回
の
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

此
れ
等
の
転
校
は
橘
、
須
古
へ
の
父
良
吾
の
校
長

赴
任
に
基
づ
き
の
転
校
で
し
た
。

　

姿
勢
の
正
し
い
す
ば
ら
し
い
生
徒
、
神
童
と
呼

ぶ
に
等
し
い
と
語
ら
る
。

◎
中
学
校
時
代(

旧
制
中
学)

　

佐
賀
県
立
鹿
島
中
学
校(

県
立
鹿
島
高
等
学

校)

　

｢

東
に
東
大
赤
門
あ
り
、
西
に
は
鹿
中
の
赤
門｣

壮
大
重
厚
な
丹
塗
の
城
門
、切
妻
作
り
に
瓦
ぶ
き
、

片
側
番
所
付
き
の
潜
り
門
が
、
何
と
中
学
校
の
正

門
か
？  

鍋
島
支
藩
鹿
島
二
万
石
の
藩
校
か
ら
発

し
た
今
も
誇
り
高
き
伝
統
校
。

当
時
の
校
長
の
訓
示

　
｢

至
誠
一
貫
自
ら
進
ん
で
捨
て
石
た
る
に
甘
ん

ぜ
よ｣

◎
高
等
学
校

　

官
立
佐
賀
高
等
学
校
、(

現
在
の
佐
賀
大
学)

昭
和
6
年
4
月
入
学

　

一
高
か
ら
八
高
と
言
わ
れ
た
時
代
の
ナ
ン
バ
ー

ス
ク
ー
ル
流
で
は
十
五
校
に
当
た
り
、
藩
校
の
弘

道
館
を
も
継
承
す
る
旧
制
高
校
で
も
有
り
ま
し

た
、
入
学
試
験
科
目
に
独
創
性
が
あ
り
、
遠
く
東

京
、
大
阪
か
ら
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
秀
才
が
沢
山

集
ま
っ
た
学
校
で
し
た
。

　

そ
ん
な
学
風
な
の
で
多
く
の
生
徒
が
寮
生
活
を

し
て
い
た
、
バ
ン
カ
ラ
な
寮
が
今
で
も
残
っ
て
い

ま
す
。

山
口
判
事
は
当
然
白
石
の
自
宅
か
ら
汽
車
で
の
通

学
。

実
弟
良
和
氏
の
談
、
兄
の
佐
高
時
代
は
勉
強
一
辺

倒
、
孤
独
な
生
活
で
は
無
い
で
す
よ
、
父
の
弥
栄

義
塾
を
補
助
し
て
充
実
、
無
給
の
ア
ル
バ
イ
ト｢

若
先
生｣

と
呼
ば
れ
、
そ
の
為
に
授
業
が
終
わ
る

と
脇
目
も
振
ら
ず
に
下
校
一
目
散
に
汽
車
に
乗

り
帰
宅
し
て
塾
の
手
伝
い
。

◎
帝
国
大
学
時
代

　

京
都
帝
国
大
学  

法
学
部
法
律
学
科
、
昭
和

9
年
4
月
入
学

　

法
学
部
万
能
の
時
代
で
佐
賀
高
等
か
ら
は
全

国
各
地
法
学
部
に
は
23
名
が
進
学
、
同
級
生
の

半
数
に
当
た
る
20
名
が
京
大
に
進
む
、
山
口
判

事
も
司
法
官
に
成
る
べ
く
決
心
し
て
進
学
し
た

と
確
信
さ
れ
る
。

　

郷
里
の
佐
賀
に
は
わ
が
国
に
近
代
的
司
法
制

度
を
導
入
し
た
佐
賀
市
出
身
の
江
藤
新
平
、
引

き
継
い
だ
同
じ
佐
賀
市
出
身
大
木
喬
任
、
そ
の

後
に
杵
島
郡
出
身
か
ら
は
三
人
の
司
法
官
が
、

国
際
司
法
裁
判
所
判
事
織
田
萬(

ヨ
ロ
ズ)

博

士
、
第
十
八
代
大
審
院
長
池
田
寅
二
郎
、
元
大

審
院
判
事
神
垣
秀
六(

後
の
岳
父)

、
佐
賀
人

の
硬
骨
と
反
骨
が
繋
が
り
、
山
口
良
忠
判
事
に

も
司
法
官
に
向
い
た
風
土
【
不
正
を
見
つ
け
糺

す
使
命
感
】
が
有
っ
た
の
か
と
考
え
ら
れ
た
。

教
育
熱
心
な
父
か
ら
も
多
大
な
影
響
を
受
け
る

様
で
す
。

★
判
事
と
な
る
。

　

司
法
官
試
験
補
と
な
る
、
先
ず
は
判
事
検
事

の
卵
で
人
格
諸
見
の
涵
養(

カ
ン
ヨ
ウ)

と
実

務
の
習
得
を
す
る
た
め
に
裁
判
所
か
検
事
局
に

一
定
期
間
配
属
さ
れ
て
生
き
た
事
件
な
ど
の
勉

強
が
始
ま
る
。

山
口
判
事
は
横
浜
地
方
裁
判
所
勤
務
と
な
る
。

当
時
は
年
間
約

900
円
の
支
給
。

　

こ
の
時
期
が
一
番
楽
し
い
頃
だ
っ
た
様
で
、

矩
子
夫
人
と
の
出
会
い
も
こ
の
頃
だ
っ
た
。

夫
人
は
先
の
神
垣
秀
六
判
事
の
息
女
、
旧
姓
今

村
矩
子
嬢(

母
方
の
姓
を
継
ぐ
た
め
今
村
の
籍

に
入
っ
て
た)

　

婚
約
時
代
に
は｢

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル･

ノ
リ
コ

｣

と
良
忠
自
作
の
彼
女
の
肖
像
画
を
描
き
送
る

ほ
ど
に
。

★
苦
悩
の
判
決
文

人
は
大
切
な
人
を
を
守
る
為
、
腹
を
満
た
す
為

に｢

ヤ
ミ｣

と
呼
ば
れ
る
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
が
食
糧
を
求
め
て
人
々
が
走
っ
た
時
代
。

私
は
良
い
仕
事
を
し
た
い
、【
判
事
】
と
し
て

正
し
い
裁
判
を
し
た
い
、
裁
く
私
は
当
然
ヤ
ミ

は
出
来
な
い
、
か
か
わ
っ
た
ら
自
信
が
持
て
な

い
。

食
糧
管
理
法
は
悪
法
で
有
っ
て
も
守
る
べ
き
私

は
遵
守
す
る
の
が
使
命
と
遂
行
。

死
の
行
進
が
始
ま
る
。

【
判
決
例
】
一
老
女
が
ヤ
ミ
米
二
升
を
買
っ
た

罪
な
ど
判
決
。

昭
和
22
年
間
の
犯
人
逮
捕
総
数
約
60
万
件
。

ヤ
ミ
に
ま
つ
わ
る
事
件
は
日
増
し
に
増
え
る
中

で
、
孤
高
の
判
事
は
食
管
法
が
有
る
以
上
守
り

に
徹
す
。

｢

私
は
ヤ
ミ
と
闘
っ
て
な
ら
喜
ん
で
餓
死
し
て

も
良
い｣

と
何
た
る
覚
悟
。

法
と
は
何
か
？
女
神
テ
ミ
ス
像
は
皆
、
眼
を
つ

ぶ
っ
て
る
で
な
い
か
、
又
は
布
で
目
隠
し
を
し

て
る
の
は
、
正
し
い
判
断
に
迷
い
な
く
判
決
し

た
い
為
。

私
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
は
無
い
、
だ
が
悪
法
で

有
っ
て
も
法
を
遵
守
、
苦
し
い
が
法
を
守
る
判

事
で
い
た
い
。

★
朽
ち
て
倒
れ
る

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
七
日
当
時
三
十
三
歳

理事

28



「食糧危機の中で正義を貫いた判事の物語、その感動と勇気」　佐賀の偉人

の
山
口
判
事
は
判
決
公
判
終
え
て
判
事
室
に
戻

ろ
う
と
し
て
山
口
の
意
識
が
遠
の
い
た
。
恐
れ

て
居
た
事
が
つ
い
に
起
き
た
の
だ
何
と
栄
養
失

調
だ
。
急
病
で
は
無
か
っ
た
、
倒
れ
る
べ
き
し

て
倒
れ
た
の
だ
。

★
涙
の
帰
郷

矩
子
夫
人｢

主
人
を
迎
え
に
来
て
下
さ
い｣

白

石
の
実
家
に
電
話
す
る
。｢

一
大
事･

一
大
事

じ
ゃ｣

六
歳
下
の
弟
良
和
は
急
ぎ
汽
車
に
乗
り

向
か
う
、
一
刻
の
猶
予
無
い
と
感
じ
て
兄
を
抱

え
て
再
び
汽
車
に
乗
る
、

白
石
迄
は
二
十
数
時
間
か
ら
三
十
時
間
、
丸
一

日
以
上
は
掛
か
る
、
案
の
定
空
席
な
ど
な
い
、

見
か
ね
た
乗
客
の
一
人
が
声
を
か
け｢

此
処
に

寝
か
せ
な
さ
い｣

車
両
の
隅
を
空
け
て
く
れ
た
。

白
石
の
実
家
、
八
坂
神
社
本
殿
の
前
に
ひ
ざ
ま

ず
き
ひ
た
す
ら
祈
願
す
る
、
老
女
山
口
の
母
。

｢

汽
車
の
長
旅
ど
う
か
無
事
持
ち
こ
た
え
ま
す

様
に｣

必
死
に
祈
っ
た
。

｢

母
さ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
…｣

泣
き
じ
ゃ
く
り
、
親
不
孝
を
わ
び
る
母
子
の
対

面
で
あ
っ
た
。

必
死
に
生
き
よ
う
と
し
た
が
家
族
の
介
護
も
む

な
し
く
短
い
生
涯
を
終
え
る
。

★
山
口
夫
人
の
誇
り

餓
死
し
て
も｢

ヤ
ミ
買
い
は
し
て
は
な
ら
ぬ｣

と
い
わ
れ
、
主
人
と
と
も
ど
も
配
給
生
活
を
実

行
、
子
供
達
に
食
べ
さ
せ
た
残
り
を
二
人
で
食

べ
ま
し
た
。
力
が
日
に
日
に
落
ち
て
行
く
の
が

わ
か
り
ま
す
。

主
人
の
気
持
に
打
た
れ
つ
い
て
行
き
ま
す
が
、

こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い
悩
み
ま
し
た
が
、
妻
は

主
人
の
行
く
道
に
従
う
他
は
無
い
と
考
え
ま
し
た

か
ら
必
死
で
し
た
。

主
人
が
倒
れ
、
私
も
倒
れ
、
供
に
死
ぬ
覚
悟
で
し

た
。

主
人
の
裁
判
官
と
し
て
の
行
き
方
は
当
然
で
有
っ

て
、
私
達
は
清
く
正
し
か
っ
た
と
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。(

涙)

ご
飯
が
月
に
2
～
3
日
、
後
は
パ
ン
の
日
に
は
三

度
三
度
パ
ン
、
豆
の
配
給
日
は
豆
だ
け
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
日
は
そ
れ
ば
か
り
の
、
配
給
頼
り
で
欠

配
日
は
地
獄
で
し
た
。

岳
父
か
ら
の
援
助
も
ヤ
ミ
と
思
え
る
と
辞
退
し
ま

し
た
。

大
人
だ
け
な
ら
配
給
で
や
っ
て
行
け
る
と
思
い
ま

す
、
だ
が
二
人
の
子
供
に
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ

残
り
を
私
達
が
食
べ
ま
し
た
。

子
供
は
お
か
げ
で
元
気
に
育
っ
て
ま
す
が
、｢

裁

判
官｣

に
は
育
て
ま
せ
ん
。

★
父
の
回
顧

｢

俺
が
良
忠
を
殺
し
た｣
自
分
の
夢
を
託
し
た
教

育
に
よ
っ
て
、
正
義
の
感
覚
を
植
え
付
け
て
し
ま

い
死
に
ま
で
追
い
詰
め
た
。

祖
父
か
ら
父
か
ら
子
へ
と
脈
打
っ
て
続
く
肉
親
の

情
愛
と
魂
、
そ
し
て
絆
は
不
思
議
な
家
族
愛
が
構

成
さ
れ
た
要
素
が
其
処
に
有
っ
た
の
か
、
嘆
き
悲

し
む
。

★
死
の
直
前
に
一
つ
の
歌
を
詠
ん
で
い
た

｢

帰
り
来
て  

ふ
る
さ
と
の
空  

か
く
ば
か
り  

青

か
り
し
と
は  

し
ら
ざ
り
し
か
な｣

八
坂
神
社
境
内
に
な
る
大
好
き
な
柿
を
口
に
入
れ

る
様
に
成
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
熟
す
る
の
を

待
つ
か
の
様
に
11
月
11
日
に
歿
す
る
。

★
時
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
山
口
判
事
の
死
を
知

り
、
給
与
を
倍
に
す
る
よ
に
指
示
し
ま
し
た
。

追
伸

令
和
6
年
6
月

7･8
日
★
山
口
良
忠
氏
を
モ
デ
ル

に
し
た｢

テ
ミ
ス
女
神｣

が
佐
賀
で
講
演
さ
れ

た
ら
し
い
、
私
も
見
た
か
っ
た
、
こ
の
会
報
誌

に
寄
稿
す
る
以
前
に
知
り
た
か
っ
た
、
今
に
し

て
残
念
で
す
。

佐賀県杵島郡白石町の八坂神社佐賀県杵島郡白石町の八坂神社
 宮司の長男として生まれる。 宮司の長男として生まれる。

正義の女神「テミス像」正義の女神「テミス像」
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-　鉄鋼製品、建築・土木資材一般

-　セメント、生コンクリート  -　石油製品

代表取締役 内田 陽三

佐賀県佐賀市駅南本町 6 番 7 号
TEL 0952-24-3191

磁器の総合オートクチュールメーカー

岩尾磁器工業株式会社
( 佐賀県有田町 )

代表取締役社長 岩尾　慶一
大阪営業所 所長 岩永 和昌

530-0044 大阪市北区東天満 1-7-17 東天満ビル 10 階

TEL (06)6353-6174  FAX (06)6354-0670
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水とともに、人とともに。
これからも「社会に必要とされ続ける」
企業を目指してまいります。

本　　社／佐賀市伊勢町15番1号
大阪支店／淀川区西宮原1丁目5-28-703

TEL 0952-26-2551
TEL 06-6210-6748

取締役社長 井 田　建

　

新
年
度
を
迎
え
て
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
関
西
・
中
京
事
務
所
の

藤
田
所
長
、
村
山
課
長
が
任
期
を
終
え
、
佐
賀
へ

戻
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
尽
力
に
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
新
天
地
で
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
新
し
く
山
口
所
長
、
北
川
課
長

が
赴
任
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、広
報
部
に
は
IT
を
得
意
と
す
る
メ
ン
バ
ー

が
加
わ
り
、
情
報
発
信
の
強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

会
報
誌
の
充
実
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
、

SNS
の

活
用
な
ど
、
今
後
の
広
報
活
動
に
新
た
な
展
開
が

生
ま
れ
そ
う
で
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
に
私
た
ち

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
増
加
に
も

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
世
代
交
代
の
流

れ
も
訪
れ
て
い
ま
す
。次
の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
な
が
ら
、
未
来
を
見
据
え
た
組
織
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
む
中
、
今
の
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
共
に
歩
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

変
化
の
時
を
迎
え
る
今
、
私
た
ち
は
新
た
な
挑

戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部
会　

宮
城

　
新
た
な
門
出
と
未
来
へ
の
挑
戦
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